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動画コンテンツの配信などにより、教室での授業の
一部または全てを代替する方式で、オンデマンド*
授業などとも呼ばれます。事前に教員がインター
ネット上にアップロードしたコンテンツ（動画、テキストなど）に、生徒それ
ぞれが自由なタイミングでアクセスし、個別に学習する形式です。

＊オンデマンド（on demand）とは、要求に応じて、要求があり次第という意味。
YouTubeをはじめとするインターネット上の
多くの動画配信サービスはオンデマンド型と言える。

収録配信型

教員・生徒双方がZoomやMicrosoft TeamsなどのWeb会議システムを利用して行う形式。 同時刻にインター
ネット上の同じ場所へアクセスすることで、リアルタイムかつ相互のコミュニケーションを伴 う授業を行うこと
ができます。利用するシステムにより、登録の要不要、料金の有無、一度に参加可能な人数 の制限などが違う
ほか、機能も様 で々す。
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高中小
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ジタル処理で再構築して遠隔授業風に

仕上げてもらいました。
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の
色
彩
ワ
ーク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、そ
の
独
自
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
、

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
対
す
る
考
え
を
伺
い
ま
し
た
。

　配
信
型
は
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
や
タ
イ
ミ
ン
グ
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
。他
教
科

の
授
業
も
遠
隔
で
行
わ
れ
、日
々

Ｐ
Ｃ
画
面
の
前
に
長
時
間
拘
束
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
生
徒
の
状
況
を

鑑
み
、美
術
の
授
業
は
で
き
る
限

り
柔
軟
に
あ
り
た
い
と
考
え
て
の

選
択
で
し
た
。た
だ
、動
画
だ
け
で

授
業
が
で
き
る
と
考
え
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。動
画
で
は
授
業

の
導
入
や
課
題
説
明
を
し
て
、課

題
の
提
出
・
発
表
は
登
校
後
に
、と

い
う
流
れ
に
し
ま
し
た
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
撮
影
、編

集
は
、す
べ
て
一
人
で
行
い
ま
し
た
。

生
徒
が
見
返
し
や
す
い
よ
う
一
本
一

本
は
で
き
る
だ
け
短
く
し
、自
己

紹
介
や
課
題
説
明
な
ど
で
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
顔
を
出
し
、

技
法
解
説
は
レ
シ
ピ
動
画
の
よ
う

に
手
元
の
ア
ッ
プ
の
み
に
す
る
な

ど
、内
容
ご
と
に
、演
出
も
変
え
て

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
柔
軟
さ

内
容
に
沿
っ
た
演
出
を
研
究

い
ま
す
。顔
出
し
に
は
躊
躇
も
あ
り

ま
し
た
が
、ま
だ
対
面
で
き
て
い
な

い
新
入
生
の
気
持
ち
を
考
え
、積

極
的
に
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　編
集
ア
プ
リ
の
機
能
を
利
用
し

字
幕
を
挿
入
し
た
と
こ
ろ
、親
が

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
中
で
も
、動
画

の
音
声
を
ミ
ュ
ー
ト
に
し
て
視
聴

で
き
た
と
好
評
で
し
た
。

　字
幕
入
り
の
動
画
は
、非
常
時

で
な
く
と
も
、日
本
語
を
母
語
と

し
な
い
生
徒
へ
の
対
応
に
も
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
ど
う

転
ぶ
か
分
か
ら
な
い
状
況
の
中
、授

業
を
部
分
的
に
で
も
コ
ン
テ
ン
ツ

化
す
る
意
識
は
常
に
も
つ
よ
う
に

な
り
、休
校
措
置
解
除
後
に
も
授

業
関
連
の
動
画
は
つ
く
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
は
、学
校
説
明
会
に
来

ら
れ
な
い
中
学
生
と
保
護
者
の
た

め
に
学
校
案
内
動
画
も
作
成
し
ま

し
た
。今
後
は
授
業
題
材
と
し
て

も
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

部
分
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
化
で

見
え
て
き
た
可
能
性

中
村
先
生
特
製

動
画
レ
シ
ピ
大
公
開
！

ツールの活用、 授業とのマッチング事例
授業内容や目的、生徒の状況に応じた、デジタルツールの活用法やコンテンツが模索されています。

ここでは「収録配信型」「ライブ双方向型」のそれぞれについて実例を紹介します。

　教
員
、生
徒
と
も
に
、Mac

で

Zoom

を
繋
ぎ
、作
業
は
別
のiPad

で
行
い
ま
し
た
。授
業
の
実
技
内

容
の
一
つ
に
、リ
ン
ゴ
の
色
面
分
割

が
あ
る
の
で
す
が
、こ
れ
は
予
め
分

割
線
が
描
き
込
ま
れ
たKeynote

デ
ー
タ
を
共
有
し
、色
面
を
各
自

のiPad

で
自
由
に
塗
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
配
布
、

提
出
に
はiC

loud

を
使
用
し
、

デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
や
り

と
り
し
ま
す
。作
業
を
デ
ジ
タ
ル

に
す
れ
ば
、作
品
デ
ー
タ
を
そ
の
ま

ま
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
、カ
メ

ラ
で
手
元
を
写
す
必
要
も
な
く
、

実
技
を
含
む
授
業
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
ま
す
。

　授
業
の
組
み
立
て
に
役
立
つ
の

が
、Zoom

の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
機
能
で
す
。参
加
者
を
小
さ
な

会
議
室
に
振
り
分
け
る
機
能
で
、

部
屋
数
や
生
徒
の
割
り
振
り
な

ど
、随
時
指
定
・
変
更
で
き
ま
す
。

全
員
に
向
け
て
説
明
す
る
場
面
、

生
徒
同
士
で
話
し
合
う
場
面
な

ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
授
業
中
の

場
面
転
換
を
可
能
に
し
て
く
れ

ま
す
。

　違
う
環
境
に
身
を
置
く
他
者
と

繋
が
る
こ
と
で
、多
様
な
価
値
観

の
創
出
や
共
有
を
担
う
美
術
教
育

の
幅
は
さ
ら
に
広
が
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
、デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
は
失

敗
し
て
も
す
ぐ
や
り
直
せ
た
り
と
、

作
業
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
て
く

れ
ま
す
。筆
で
絵
の
具
を
塗
る
経
験

も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、既
存
の

授
業
や
目
的
を
分
解
、精
査
す
る

こ
と
で
、遠
隔
授
業
の
可
能
性
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ツ
ール
か
ら
考
え
る

美
術
の
授
業
の
可
能
性

や
り
と
り
も
、実
技
も

オ
ール
デ
ジ
タ
ル
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

Microsoft Office 
Powerpoint

スマートフォン、タブレット /
Vrew、InShot 

使用ツール

公開ツール YouTube

使用ツール

公開ツール

Mac、iPad、Apple Pencil /
Keynote、iCloud

Zoom

収録配信型の遠隔授業において、視聴
する生徒が守るべき事項は図のように
箇条書きにして動画の前後に注意事
項として配置すると効果的です。

各々がZoom用の機器とは別に
iPadを用意し参加。

ブレイクアウトルームで少人数
に分かれて、画面共有機能を用
い、お互いに課題を見せ合う。

タイプ別 

今、インターネット上で高精細画像として鑑賞可能な作品が増え
ています。Google Arts & Cultureには世界各国の美術館、博物館の
パブリックドメイン化された所蔵作品の画像が集約され、所蔵館や
作家名、色、素材、技法などでも作品が検索可能です。鑑賞授業で
のレポート作成時など、様々な場面で活用できます。

画面上で選択中のテキストを機械音声で読み上げ、
それを録音。手順の詳細は動画にて。

例えば「oil on canvas & dog」で
検索すると、犬が描かれた油彩
作品が表示される。

・Google Arts & Culture

課題提示／参考作品の紹介 YouTube配信① 約8分

約6分
各々のタイミングで

動画を視聴しながら、
課題に取り組む

登校、課題提出約30分

YouTube配信②

登校後、教室にて実施

作り方解説

制作

課題提出／発表／講評

START

FINISH

内容 使用ツール 時間配分 生徒

Zoom入室

Zoom

ブレイクアウトルーム／
画面共有

画面共有

iPad、Keynote、
Apple Pencil、iCloud

Keynote、
iCloud共有

約20分
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約30分

グループワークで事前課題をシェア

START

内容 使用ツールおよび機能 時間配分

（色の三属性／無彩色と有彩色／三原色／色相環／
 トーン／色の対比／色の性質・感じ）

色をテーマに、iPad・Keynoteで、
面分割されたリンゴを着彩。

授業内のツール活用の流れの例

FINISH

授業内の動画配信の位置付け一例

使用ツール

リアルタイムに
意見を共有。

時差を生かして
オンデマンドに！

中村 美知枝
なか むら み　ち　え

1988年より都立高校美術教諭
に。2019年より都立文京高校
教諭。高等学校学習指導要領

（平成21年告示）【芸術（美術
工芸）編 美術編】改善協力者。

渡邉 野子
わた なべ なお    こ

幼稚園から大学まで多様な校種で20
年間美術教育に携わり、昨年度より京
都市立西京高等学校にて教頭職。ラ
イフワークとして「アート&テクノロジー
で、すべての人に創造性と可能性を」を
実践できる方法と場を探求している。
画家。Apple Distinguished Educator。

字幕を付けることで、
ミュートでも視聴可能に。

内容に応じて、レシピ動画風、ユーチューバー風など、演出方法を変えた。

PCやOfficeソフトの機能を用いて、スライドショー動画に文章を読み上げる
機械音声を付けることができます。動画コンテンツを見慣れた生徒たちには、
単調な機械音声も案外受け入れ易く、また、知的な障がいのある生徒にとっ
ては、抑揚のない機械音声は肉声よりも聞き易いといった意見もあります。視
聴覚要素に配慮した動画コンテンツは、平常時にも様々なメリットをもたらし
てくれそうです。

休
校
措
置
中
、多
く
の
学
校
で
実
施
さ
れ
た

YouTube

で
の
授
業
動
画
配
信
。

美
術
の
特
性
や
、他
教
科
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
、そ
の
手
段
を
選
ん
だ
と
い
う

中
村
先
生
に
工
夫
し
た
点
を
伺
い
ま
し
た
。

収 録  配 信 型

ライブ双方向型

生徒のタイミングで、いつでも、何度でも観られる。

ツールの機能を活用し、
授業の流れを組み立てる。

授業で提出された作品

スライド資料を見せながら色の基本を解説

iCloud上のKeynoteに提出・展示
鑑賞、プレゼンテーション、フィードバック、リフレクション

オンライン展覧会

機械音声によるテキスト読み上げオンラインでできる作品鑑賞遠隔授業に関する注意　事項

動画の
つくり方

自己紹介
動画

※

渡
邉
先
生
が
実
施
し
た
教
員
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。現
場
授
業
へ
の
活
用
を
想
定
し
て
、こ
こ
で
は
便
宜
的

に
講
師
を“

教
員„

、参
加
者
を“

生
徒„

、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を“

授
業„

と
呼
称
し
て
い
る
。
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大
幅
に
短
縮
し
て
く

れ
ま
す
。筆
で
絵
の
具
を
塗
る
経
験

も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、既
存
の

授
業
や
目
的
を
分
解
、精
査
す
る

こ
と
で
、遠
隔
授
業
の
可
能
性
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ツ
ール
か
ら
考
え
る

美
術
の
授
業
の
可
能
性

や
り
と
り
も
、実
技
も

オ
ール
デ
ジ
タ
ル
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

Microsoft Office 
Powerpoint

スマートフォン、タブレット /
Vrew、InShot 

使用ツール

公開ツール YouTube

使用ツール

公開ツール

Mac、iPad、Apple Pencil /
Keynote、iCloud

Zoom

収録配信型の遠隔授業において、視聴
する生徒が守るべき事項は図のように
箇条書きにして動画の前後に注意事
項として配置すると効果的です。

各々がZoom用の機器とは別に
iPadを用意し参加。

ブレイクアウトルームで少人数
に分かれて、画面共有機能を用
い、お互いに課題を見せ合う。

タイプ別 

今、インターネット上で高精細画像として鑑賞可能な作品が増え
ています。Google Arts & Cultureには世界各国の美術館、博物館の
パブリックドメイン化された所蔵作品の画像が集約され、所蔵館や
作家名、色、素材、技法などでも作品が検索可能です。鑑賞授業で
のレポート作成時など、様々な場面で活用できます。

画面上で選択中のテキストを機械音声で読み上げ、
それを録音。手順の詳細は動画にて。

例えば「oil on canvas & dog」で
検索すると、犬が描かれた油彩
作品が表示される。

・Google Arts & Culture

課題提示／参考作品の紹介 YouTube配信① 約8分

約6分
各々のタイミングで

動画を視聴しながら、
課題に取り組む

登校、課題提出約30分

YouTube配信②

登校後、教室にて実施

作り方解説

制作

課題提出／発表／講評

START

FINISH

内容 使用ツール 時間配分 生徒

Zoom入室

Zoom

ブレイクアウトルーム／
画面共有

画面共有

iPad、Keynote、
Apple Pencil、iCloud

Keynote、
iCloud共有

約20分

約20分

約10分

約30分

グループワークで事前課題をシェア

START

内容 使用ツールおよび機能 時間配分

（色の三属性／無彩色と有彩色／三原色／色相環／
 トーン／色の対比／色の性質・感じ）

色をテーマに、iPad・Keynoteで、
面分割されたリンゴを着彩。

授業内のツール活用の流れの例

FINISH

授業内の動画配信の位置付け一例

使用ツール

リアルタイムに
意見を共有。

時差を生かして
オンデマンドに！

中村 美知枝
なか むら み　ち　え

1988年より都立高校美術教諭
に。2019年より都立文京高校
教諭。高等学校学習指導要領

（平成21年告示）【芸術（美術
工芸）編 美術編】改善協力者。

渡邉 野子
わた なべ なお    こ

幼稚園から大学まで多様な校種で20
年間美術教育に携わり、昨年度より京
都市立西京高等学校にて教頭職。ラ
イフワークとして「アート&テクノロジー
で、すべての人に創造性と可能性を」を
実践できる方法と場を探求している。
画家。Apple Distinguished Educator。

字幕を付けることで、
ミュートでも視聴可能に。

内容に応じて、レシピ動画風、ユーチューバー風など、演出方法を変えた。

PCやOfficeソフトの機能を用いて、スライドショー動画に文章を読み上げる
機械音声を付けることができます。動画コンテンツを見慣れた生徒たちには、
単調な機械音声も案外受け入れ易く、また、知的な障がいのある生徒にとっ
ては、抑揚のない機械音声は肉声よりも聞き易いといった意見もあります。視
聴覚要素に配慮した動画コンテンツは、平常時にも様々なメリットをもたらし
てくれそうです。

休
校
措
置
中
、多
く
の
学
校
で
実
施
さ
れ
た

YouTube

で
の
授
業
動
画
配
信
。

美
術
の
特
性
や
、他
教
科
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
、そ
の
手
段
を
選
ん
だ
と
い
う

中
村
先
生
に
工
夫
し
た
点
を
伺
い
ま
し
た
。

収 録  配 信 型

ライブ双方向型

生徒のタイミングで、いつでも、何度でも観られる。

ツールの機能を活用し、
授業の流れを組み立てる。

授業で提出された作品

スライド資料を見せながら色の基本を解説

iCloud上のKeynoteに提出・展示
鑑賞、プレゼンテーション、フィードバック、リフレクション

オンライン展覧会

機械音声によるテキスト読み上げオンラインでできる作品鑑賞遠隔授業に関する注意　事項

動画の
つくり方

自己紹介
動画

※

渡
邉
先
生
が
実
施
し
た
教
員
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。現
場
授
業
へ
の
活
用
を
想
定
し
て
、こ
こ
で
は
便
宜
的

に
講
師
を“

教
員„

、参
加
者
を“

生
徒„

、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を“

授
業„

と
呼
称
し
て
い
る
。

ワーク：My Color Apple
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収
録
配
信
型
の
動
画
を
授
業
の
一
部
と
し

て
導
入
し
た
中
村
先
生
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
完

結
の
ラ
イ
ブ
双
方
向
型
授
業
を
実
践
し
た
渡

邉
先
生
。美
術
の
遠
隔
授
業
に
つ
い
て
、そ
の

可
能
性
の
捉
え
方
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

共
通
し
て
お
聞
き
で
き
た
の
は
、「
美
術（
の

授
業
）は
多
様
な
価
値
観
の
創
造
・
共
有
を

担
っ
て
い
る
」と
い
う
言
葉
で
す
。そ
の
こ
と

を
生
徒
に
伝
え
る
際
に
重
視
す
る
も
の
が
異

な
る
が
ゆ
え
に
、遠
隔
授
業
で
で
き
る
こ
と

の
捉
え
方
に
も
差
異
が
あ
る
の
だ
と
す
れ

ば
、そ
れ
も
ま
た
美
術
教
育
の
も
つ
多
様
性

と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、渡
邉
先
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
完
結
の

授
業
も
、一
つ
の
ツ
ー
ル
で
全
工
程
を
ま
か

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。実
施

し
た
い
授
業
内
容
と
、使
用
可
能
な
複
数
の

ツ
ー
ル
や
機
能
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

ど
こ
を
何
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
可
能
か

を
検
証
し
た
結
果
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
組

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
授
業
な
の
で
す
。

　
収
録
配
信
型
、ラ
イ
ブ
双
方
向
型
共
に
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
ら
ず
、ま
ず
は
授
業
を
組
み
立
て
る
要

素
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
。そ
れ
が
、非

常
事
態
に
限
ら
ず
、よ
り
多
様
な
状
況
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
授
業
づ
く
り
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※代表的なツールの一部を紹介しています。

どれ を使いますか？あなたは

同時・即時で意見を共有し
フィードバックを授業に活かしたい

授業中に生徒同士の
グループワークをしたい 予習・復習

課題の説明のため
授業の流れ

スピード感を重視
教室としての

一体感を重視
繰り返し

見てもらいたい

生徒個々の
ペースを重視

先 生 の 取 り 組 み よ り
まとめ

　遠隔授業を実施するには生徒側にも端末やネットの環境が必要です。在宅の
場合は生徒自身が端末を持っていなくても、家族のものを共用すれば、環境は
整いやすくなります。しかし、どんな学校でも大体1～2クラスに１人くらいはどうし
ても環境が整わない生徒がいるようです。学びの可能性を広げるためには、全員
の環境が整わないから、遠隔授業を行わないと考えるのではなく、環境の整わな
い生徒へのケアを優先し、全体の環境を整えるために何ができるかを考えていく
ことが大切です。学校のタブレットなどを優先的に貸し出したり、地域のレンタル
サービスと連携したりすることで、全員が等しく遠隔授業を受けられるようにして
いくことが、社会の変化へのよりよい対応策と言えるのではないでしょうか。

Withコロナを逆手に取る実践

ネットや機材環境をどう整えるか

コロナ禍の学校現場　こぼれ話

小・中・高を通して「図画工作・美術」の教科書をつくっているのは、日文だけ。これからも「図画工作・美術」を応援します。

中学校美術科教科書小学校図画工作科教科書 高等学校芸術科美術教科書

1954 年生まれ。札幌大学女子短期大学部こども学

科教授。中央教育審議会 初等中等教育分科会教

育課程部会 幼児教育部会委員、同芸術ワーキング

グループ委員（平成 29 年）、文部科学省「学習指導

要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等協

力者主査（小学校図画工作）」（平成 29 年）などを

歴任。北海道教育大学岩見沢校教授を経て現職。

阿部宏行

著者紹介

　図画工作・美術の教科の目的は、「絵がかける」ことではありませ

ん。大人の受け取りが、「絵がかけるか・かけないか」になって、「絵をか

くことが嫌い・苦手」で、「だから図画工作・美術が嫌い」と結び付けて

考えるところに問題があります。

　本来、自ら表現したことについて、「本物のようにかけない」など思っ

たようにならないとあきらめたり、他者の言動によって不快な感情をもっ

たり、他者との比較などで劣等感を抱いたりすることから「嫌い」が生ま

れます。「好きになる」には、自分なりの表現方法を互いに認め合える学

習が大切です。ほめられることに、不快な感情をもつ人はいません。子ど

もに寄り添い、その子なりの表現方法を認めてあげることや、「いいね」

などの励ましが、「好きになる指導」のスタートになるといえるでしょう。

好きこそものの上手なれ

PICK UP

ABC シリーズのラインナップ

べ ひろ ゆきあ

ABCシリーズは公式Webサイトで全編をお読みいただけます。

また、冊子をお送りすることもできます。

4コマ漫画で、子どもや図工のことを学べるABCシリーズ。

ここでは、同シリーズから毎号のテーマに合わせた内容を

選んでご紹介します。

今回は、7月に発行されたばかりの

「評価のABC」p.26 をピックアップ！

※このコーナーは、ABCシリーズからピックアップしたページを基に、再編集して掲載しています。

新刊 新刊

　Withコロナ社会における美術授業
の取り組みは遠隔授業ばかりではあり
ません。学校に生徒が戻ってきたとこ
ろで本誌p12～13に登場する吉田先
生が実践したのが『マスクを付けた自
画像』。コロナ禍の状況を切り取る現
代社会と接点のある題材なのですが、
マスク着用の姿を描く設定なためマス
クの忘れ物が減ったり、描画材も鉛筆
一本で、授業後の消毒の手間が少な
かったりするなど、コロナ対応の工夫
が考えられている点も特徴なのです。

作品提供：滋賀県立草津高等学校▲ 生徒作品

Moodle

forme No.322 ⑥高中小forme No.322⑦ 高中小

四校三校二校初校 五校 六校 七校 校了

日本文教出版様／形（forme）322／P07／ABC PICK UP 日本文教出版様／形（forme）322号／P06／特集

再入稿前 再々入稿前 校了

CMYK

日
本
文
教
出
版

高校生の美術 3  116-日文  美Ⅲ-   　

平成　 年　月　日　印刷
平成　 年　月　日　発行
平成　 年　月　日　検定済
定価　文部科学大臣が認可し官報で告示した定価

（上記の定価は、各教科書取次供給所に表示します。）

この教科書は植物油インキと再生紙を使用しています。

著作者
村上尚徳 IPU・環太平洋大学教授
横田　学 京都市立芸術大学教授
安田　淳 石川県立工業高等学校教諭

中村美知枝 東京都立総合芸術高等学校教諭
校閲
特別支援教育・カラーユニバーサルデザインに関する校閲

大内　進 国立特別支援教育総合研究所 客員研究員

防災・安全教育に関する校閲
河田惠昭 関西大学教授
編集協力者
石田泰道 山梨県立甲府第一高等学校

尾澤　勇 秋田公立美術大学
甲斐秀幸 神奈川県立上矢部高等学校

小林和弘 埼玉県立坂戸西高等学校

斉藤篤史 長野県軽井沢高等学校
関口　浩 埼玉県立芸術総合高等学校

中西一洋 東京都立両国高等学校指導資料提供東京都立工芸高等学校
表紙・本文デザイン アルビレオ
イラストレーション 越井　隆発行者 日本文教出版株式会社

 
大阪市住吉区南住吉4─7─5

 
代表者　佐々木秀樹印刷者 西口印刷株式会社

 
大阪市住之江区北加賀屋1─3─9

 
代表者　西口平輔製版者 株式会社あいぼっくす

 
大阪市東成区東今里2─6─18

 
代表者　大西健彦発行所 日本文教出版株式会社

 
東京本社　〒165-0026　東京都中野区新井1─2─16

 
　　　　　電話（03）3389─4611

 
大阪本社　〒558-0041　大阪市住吉区南住吉4─7─5

 
　　　　　電話（06）6692─1261

 
URL　http://www.nichibun-g.co.jp/

資料提供・協力アフロ、アマナイメージズ、エクー、大島康幸、大関雄次郎、カーツメディアワークス、キャドセンター、ギャ

ラリー小柳、ゲッティ イメージズ、コミックス・ウェーブ・フィルム、佐賀県 肥前さが幕末維新博事務局、 

三英、集英社、松竹、澄川伸一デザイン事務所、ダイヤ工業、高橋和海、宝島社、チュニック、DNPアートコ

ミュニケーションズ（Image:東京都歴史文化財団イメージアーカイブ,Image: TNM Image Archives, 

Photo: NMWA/DNPartcom）、天童木工、東映アニメーション、東京大学生産技術研究所、NASA、日本俳優協

会、パイインターナショナル、HASHIBI LLC.、PPS通信社、姫路市役所、藤子・Ｆ・不二雄プロ、藤森照信研究室、

文化庁、MIZUMA ART GALLERY、メガハウス、山下工業所、李荘窯業所、若林株式会社/SOU・SOU

P1&46  ©IKEDA Manabu, Courtesy Mizuma Art Gallery, Tokyo/ Singapore 

photography by Eric Tadsen for Chazen Museum of Art

P4 雲龍院 庭園 写真：室田康雄/ アフロ

P6 雲龍院 蓮華の間 色紙の窓 写真：田中秀明/ アフロ

P6 雲龍院 蓮華の間 色紙の窓 写真：首藤光一/  アフロ

P7 光の館 アウトサイドイン 撮影：Tsutomu Yamada

P14 レンブラント―パレットを持つ自画像 ©Fujiko-Pro&MiranFukuda2002

P19 伐折羅大将CG 株式会社キャドセンター、新薬師寺、元東京藝術大学美術研究科・長澤市郎教授

P19  DRAGON BALL フルカラー 人造人間・セル編 鳥山明（集英社ジャンプ コミックス刊）  

©バードスタジオ/ 集英社
P19  Dimension Of DRAGONBALL 超サイヤ人 孫悟空  

©バードスタジオ/ 集英社・東映アニメーション 発売元：メガハウス

P22-23 壁撞きドイツ銀行コレクション 蔡國強展：帰去来（2015年）

P24 米塚 写真：河口信雄/ アフロ

P24 モエレ山 写真：佐藤雅英
P25 ヴァレー・カーテン、コロラド州ライフル、1970-72 ©WolfgangVolz/ laif/ amanaimages

P25 ヴァレー・カーテン、コロラド州ライフルのプロジェクトのコラージュ©LAIF/ amanaimages

P25 中国丹霞 ©Ratnakorn Piyasirisorost 写真提供：Getty Images 

P26 日本のお野菜収穫量 株式会社エコンテ（近藤 憲，中内 ゆり，樽井 絢子） 櫻井 渉

P27 本当に世界一高い展望台はドコ? bowlgraphics クライアント：トリップアドバイザー株式会社

P27  足の速さで勝負だ ©2014 by Nichoras Blechman & Simon Rogers Published  

by Big Picture Press, an imprint of Templar Publishing

P29 E5系新幹線電車 写真：熊谷公一/ アフロ

P32 鎌倉権五郎景政 ©松竹株式会社

P33 花川戸助六 ©松竹株式会社

P34 インド、ボンベイ © Steve McCurry/ Magnum Photos

P34 シリア内戦で破壊されたアパート 写真：Narciso Contreras/ AP/ アフロ

P35 走者の一団とひまわり ©Lars Ronbog 写真提供:Getty Images

P35 ツール・ド・フランス ステージ2 ©Doug Pensinger 写真提供:Getty Images

P35 サイクリング：第99回ツール・ド・フランス2012 ©Tim de Waele 写真提供:Getty Images 

P38 君の名は。©2016「君の名は。」製作委員会

P41 姫路城 提供：姫路市
P41  長沢芦雪 襖絵「虎図」重要文化財（錦江山無量寺 所蔵）  

高精細スキャニング撮影（協力 大日本印刷株式会社）

P41  円山応挙 襖絵「松に孔雀図」重要文化財（亀居山大乗寺 所蔵） 

高精細複製「伝匠美」（協力 大日本印刷株式会社）

P44 一日一信 撮影：石川奈都子

P45 脇阪克二ポートレート 撮影：藤岡みきこ『e-MOOK SOU・SOU 10th Anniversary issue』（宝島社）

日本文教出版文部科学省検定済教科書  高等学校芸術科美術Ⅲ  116 -日文  美Ⅲ- 　

上：誕生［ペン・インク・透明水彩・紙／300×400cm］

2013～16 佐賀県立美術館蔵
池
いけ

田
だ

 学
まなぶ

［佐賀県・1973～］
撮影：エリック・タドセン
下：「誕生」制作中の様子。
撮影：クライトン・アダムス

「誕生」はアメリカにあるチェゼン美術館の滞在制

作プログラムで制作された作品である。東日本大

震災を受け、未曾有の大災害に対して作家や美術

に何ができるのか、と悩んだことがこの作品を描

くきっかけになったという。池田は多彩なモチー

フを小さく緻密に描き込みながら、全体の構成を

つくり上げる。全体としては波打ち際に立つ、花

咲く樹木のイメージだが、細部を見ると池田の体

験にまつわる事物や、ひらめいた空想を形にした

物などが配置されていて、物語を想起させる部分

もある。小さなモチーフを緻密に描き込む作風な

ため、1日に描き進められるのは約10cm四方程度

だという。制作には3年以上をかけた。全体の下

描きはせず、描きながら発想を広げていくのも大

きな特徴だ。池田は「描いているのは世界中どこ

でも起こりうる自然災害であって、そのテーマは

自然と人間の共存という普遍的なものだというこ

とに気がついた」と語っている。

ISBN978-4-536-10212-4C4370 ¥00000E

配信型ツール

Microsoft
Teams

Zoom SkypeGoogle
Meet

Webex YouTube

ライブ双方向型ツールA B

　
収
録
配
信
型
の
動
画
を
授
業
の
一
部
と
し

て
導
入
し
た
中
村
先
生
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
完

結
の
ラ
イ
ブ
双
方
向
型
授
業
を
実
践
し
た
渡

邉
先
生
。美
術
の
遠
隔
授
業
に
つ
い
て
、そ
の

可
能
性
の
捉
え
方
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

共
通
し
て
お
聞
き
で
き
た
の
は
、「
美
術（
の

授
業
）は
多
様
な
価
値
観
の
創
造
・
共
有
を

担
っ
て
い
る
」と
い
う
言
葉
で
す
。そ
の
こ
と

を
生
徒
に
伝
え
る
際
に
重
視
す
る
も
の
が
異

な
る
が
ゆ
え
に
、遠
隔
授
業
で
で
き
る
こ
と

の
捉
え
方
に
も
差
異
が
あ
る
の
だ
と
す
れ

ば
、そ
れ
も
ま
た
美
術
教
育
の
も
つ
多
様
性

と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、渡
邉
先
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
完
結
の

授
業
も
、一
つ
の
ツ
ー
ル
で
全
工
程
を
ま
か

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。実
施

し
た
い
授
業
内
容
と
、使
用
可
能
な
複
数
の

ツ
ー
ル
や
機
能
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

ど
こ
を
何
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
可
能
か

を
検
証
し
た
結
果
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
組

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
授
業
な
の
で
す
。

　
収
録
配
信
型
、ラ
イ
ブ
双
方
向
型
共
に
、オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
ら
ず
、ま
ず
は
授
業
を
組
み
立
て
る
要

素
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
。そ
れ
が
、非

常
事
態
に
限
ら
ず
、よ
り
多
様
な
状
況
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
授
業
づ
く
り
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※代表的なツールの一部を紹介しています。

どれ を使いますか？あなたは

同時・即時で意見を共有し
フィードバックを授業に活かしたい

授業中に生徒同士の
グループワークをしたい 予習・復習

課題の説明のため
授業の流れ

スピード感を重視
教室としての

一体感を重視
繰り返し

見てもらいたい

生徒個々の
ペースを重視
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　遠隔授業を実施するには生徒側にも端末やネットの環境が必要です。在宅の
場合は生徒自身が端末を持っていなくても、家族のものを共用すれば、環境は
整いやすくなります。しかし、どんな学校でも大体1～2クラスに１人くらいはどうし
ても環境が整わない生徒がいるようです。学びの可能性を広げるためには、全員
の環境が整わないから、遠隔授業を行わないと考えるのではなく、環境の整わな
い子どもへのケアを優先し、全体の環境を整えるために何ができるかを考えてい
くことが大切です。学校のタブレットなどを優先的に貸し出したり、地域のレンタ
ルサービスと連携したりすることで、全員が等しく遠隔授業を受けられるようにし
ていくことが、社会の変化へのよりよい対応策と言えるのではないでしょうか。

Withコロナを逆手に取る実践

ネットや機材環境をどう整えるか

コロナ禍の学校現場　こぼれ話

小・中・高を通して「図画工作・美術」の教科書をつくっているのは、日文だけ。これからも「図画工作・美術」を応援します。

中学校美術科教科書小学校図画工作科教科書 高等学校芸術科美術教科書
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要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等協

力者主査（小学校図画工作）」（平成 29 年）などを

歴任。北海道教育大学岩見沢校教授を経て現職。
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著者紹介

　図画工作・美術の教科の目的は、「絵がかける」ことではありませ

ん。大人の受け取りが、「絵がかけるか・かけないか」になって、「絵をか

くことが嫌い・苦手」で、「だから図画工作・美術が嫌い」と結び付けて

考えるところに問題があります。

　本来、自ら表現したことについて、「本物のようにかけない」など思っ

たようにならないとあきらめたり、他者の言動によって不快な感情をもっ

たり、他者との比較などで劣等感を抱いたりすることから「嫌い」が生ま

れます。「好きになる」には、自分なりの表現方法を互いに認め合える学

習が大切です。ほめられることに、不快な感情をもつ人はいません。子ど

もに寄り添い、その子なりの表現方法を認めてあげることや、「いいね」

などの励ましが、「好きになる指導」のスタートになるといえるでしょう。
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ABCシリーズは公式Webサイトで全編をお読みいただけます。

また、冊子をお送りすることもできます。

4コマ漫画で、子どもや図工のことを学べるABCシリーズ。

ここでは、同シリーズから毎号のテーマに合わせた内容を

選んでご紹介します。

今回は、7月に発行されたばかりの

「評価のABC」p.26 をピックアップ！

※このコーナーは、ABCシリーズからピックアップしたページを基に、再編集して掲載しています。

新刊 新刊

　Withコロナ社会における美術授業
の取り組みは遠隔授業ばかりではあり
ません。学校に生徒が戻ってきたとこ
ろで本誌p12～13に登場する吉田先
生が実践したのが『マスクを付けた自
画像』。コロナ禍の状況を切り取る現
代社会と接点のある題材なのですが、
マスク着用の姿を描く設定なためマス
クの忘れ物が減ったり、描画材も鉛筆
一本で、授業後の消毒の手間が少な
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が考えられている点も特徴なのです。
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も
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三
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友
だ

ち
の
様
子
を
見
る
こ
と
で
﹁
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﹂
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追
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と
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と
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司
の
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や
金
子
み
す
ゞ
の
﹁
わ
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い
﹂
が
多
か
�
た
そ
う
で

す
が
�
も
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と
抽
象
的
な
詩
が
選
ば
れ
る
年
も
あ

る
そ
う
で
す
�

表
現
の
と
き
に
手
元
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
�
小
さ

い
冊
子
に
し
た
も
の
も
用
意
さ
れ
た
そ
う
で
す
�

ほ
か
の
活
動
で
も
�
途
中
の
作
品
を
つ
る
し
�
子
ど

も
た
ち
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ

う
�
普
段
の
考
え
の
延
長
線
上
に
�
今
回
の
場
の
設

定
が
あ
る
よ
う
で
す
�

イ
メ
�
ジ
を
広
げ
ら
れ
る

空
間
づ
く
り
と
材
料
と
用
具

対
話
が
表
現
を
広
げ
る

北海道 北海道教育大学附属札幌小学校

なか むら たま　よ

 中村 珠世 先生

「詩」から感じたことや考えたことを絵に表す活動。

子どもたちはそれぞれに

豊かなイメージを広げて表現に取り組みました。

多様な表現を生み出す手立てについて中村先生に伺います。

自由に見たり話したりすることで、いろいろな視点や考え

方、方法を吸収し、自分のものにしていきながら表現を深

めていきます。

試行錯誤を繰り返すことで、徐々に自分がよいと感じる

形や色を見付けていきます。試している途中で全く新し

いことにチャレンジするのも、もちろんOK！

アイデアノートに簡単な言葉や絵でかきながら、自分が感

じたことやイメージを広げていきます。

つるされたいくつもの詩。一つの詩について、みんなで10

分程度意見を出し合った後、好きな詩の前に行き自由に

話し合うなどして、詩を味わいます。

時間

8時間

分野

絵に表す

材料・用具

画用紙、版画和紙、ボール紙（各

10×10cm、10×25cm、八つ切の

三種類）、水彩絵の具、アクリル共

用絵の具、コンテ・パステル など

題材の目標

● 知識及び技能

詩から感じたことや考えたことを表す

ことを通して、動きやバランス、奥行

き、色の鮮やかさなどの造形的な特徴

を理解し、表したいことに合わせて、

材料や用具を活用し、工夫して表す。

　
● 思考力、判断力、表現力等

形や色などの造形的な特徴を基に自

分のイメージをもちながら、詩を読ん

で感じたことや考えたことから表した

いことを見付け、形や色、材料の特徴、

構成の美しさなどを考えながらどのよ

うに主題を表すのか考える。

　
● 学びに向かう力、人間性等

主体的に詩から感じたことを材料や用

具を活用して表す学習活動に取り組

み、つくりだす喜びを味わうとともに、

形や色などに関わり楽しく豊かな生活

を創造しようとする。

指 導 計 画

④ 対話で表現を深める ③ 試しながら考える

② イメージを求めて ① 詩に出会う

活動の流れ
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分
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�
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子どもたちはそれぞれに

豊かなイメージを広げて表現に取り組みました。
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で
す

か
ら
�
そ
う
い
う
思
�
た
通
り

に
な
ら
な
か
�
た
と
き
に
�
め

げ
ず
に
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
�

よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
こ
う

と
す
る
し
な
や
か
さ
が
育
�
て

ほ
し
い
で
す
ね
�

　も
う
一
つ
�夢
中
に
な
れ
る
�

と
い
う
こ
と
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
�
図
画
工
作
に
限
ら
ず
子

ど
も
の
こ
ろ
に
何
か
に
夢
中
に

な
れ
る
と
い
う
の
は
�
自
分
が

向
か
�
て
い
き
た
い
と
思
う
も

の
に
出
会
う
き
�
か
け
に
な
り

ま
す
か
ら
�

　夢
中
に
な
�
て
�
で
も
し
な

や
か
に
も
の
ご
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
�
そ
し
て
自
分
が
や
�

て
き
た
こ
と
に
対
し
て
�﹁
や
�

ぱ
り
こ
れ
が
好
き
だ
な
﹂
�
て

思
え
る
よ
う
な
人
に
な
�
て
く

れ
る
と
い
い
で
す
よ
ね
�

▼

子どもたちの作品はこちらからもご覧いただけます。

Messa
ge

夢中になること　しなやかに取り組むこと

﹁
詩
﹂の
も
つ
多
様
さ
が
�

表
現
の
多
様
さ
に

言葉から思いを広げて

（ⅰ）

（ⅱ）

（ⅲ）

（ⅰ）（ⅱ）（ⅲ）
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多くの中学生にとってポスターは、“ひとりで考え、つくりあげるもの”。

街中で見掛けるポスターが、様々なクリエイターの共同制作によって生み出されているということに

気付いていない生徒も多いといいます。そこで小林先生が考えたのが、

個人とグループの活動を行き来するポスターづくり。立体物を写真に撮って

ポスターにする過程で、生徒同士のつながりがもたらす効果をお聞きしました。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
�
今

年
は
�
例
年
の
よ
う

な
共
同
制
作
が
行
え

な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
�そ
こ
で
考
え
た
の
が
�Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
テ
�
マ
に
し
た
個
人
活
動
中
心

の
ポ
ス
タ
�
制
作
を
行
う
こ
と
�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
�
今
�
社
会
的
に
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
る
ト
レ
ン
ド

ワ
�
ド
で
す
�
情
報
が
豊
富
で
調

べ
や
す
く
�
グ
ル
�
プ
ワ
�
ク
で

ア
イ
デ
ア
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
環
境
下
で
も
取
り
組
み
や
す

い
�ま
た
�
十
七
個
の
項
目
か
ら
一

つ
テ
�
マ
を
選
ん
で
掘
り
下
げ
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
�

　今
後
も
感
染
症
や
災
害
な
ど
の

要
因
で
通
常
の
授
業
を
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
�そ
ん
な
と
き
で
も
�

楽
し
く
�
面
白
く
�工
夫
を
し
な
が

ら
授
業
を
行
�
て
�
で
き
る
だ
け

多
く
の
喜
び
�
経
験
�
情
報
に
触
れ

て
も
ら
い
�
そ
れ
が
後
に
花
開
い

て
く
れ
る
と
い
い
な
と
願
�
て
い

ま
す
�

学
び
の
フ
ロ
ン
テ
�
ア

授

業

実

践

中
中
学
校
二
年
生

佐賀県　佐賀県立致遠館中学校・高等学校

こ  ばやし みのる

小林 稔 先生

11時間 A表現

指 導 計 画

いつ、どんなときでも、楽しい活動を目指したい

個人で深め、みんなで話し、

アイデアの可能性を広げよう！

伝える、伝わる
ポスターづくり

材料・用具

樹脂粘土、針金、ヘラ、絵の具、

タブレットPC、卓上撮影スタ

ジオ、ワークシート、参考作品

題材の目標

● 知識及び技能

立体物の大きさや生命感のある動

き、文字の配置や背景との色の対比

などの効果を理解して工夫して表す。

　
● 思考力、判断力、表現力等

伝えたいテーマを基に、形や色彩、立

体物の配置や構図、文字による伝達

効果などを考え、より分かりやすく印

象深く伝わるよう構想を練ったり鑑

賞したりする。

　
● 学びに向かう力、人間性等

協同しながら表現する楽しさを感じ

取り、作品鑑賞を通して作者の表現

の意図を知ることで、デザインに対す

る興味や関心を高め、身近なポスター

の働きについて考えを深めるなど、

意欲的に取り組む。

　こ
の
題
材
は
﹁
ポ
ス
タ
�
づ
く
り

の
過
程
で
伝
え
る
﹂﹁
ポ
ス
タ
�
で
伝

え
る
﹂
と
い
う
二
つ
の
﹁
伝
え
る
﹂
を

テ
�
マ
に
�
共
同
制
作
を
重
視
し
て

組
み
立
て
ま
し
た
�

　共
同
制
作
に
重
き
を
置
い
た
の

は
�
活
動
の
中
で
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

輝
く
場
面
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
�

た
か
ら
で
す
�
例
え
ば
�
絵
を
描
く
の

が
不
得
手
な
子
で
も
�
共
同
制
作
で

行
う
総
合
的
な
活
動
で
あ
れ
ば
�
ど

こ
か
し
ら
で
自
分
の
得
意
を
発
揮
で

き
る
は
ず
�
ポ
ス
タ
�
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
�
そ

の
過
程
を
通
し
て
�
自
分
と
そ
の
周

囲
に
い
る
人
と
の
関
係
性
に
気
付
い

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
�

　活
動
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
�
個

人
と
グ
ル
�
プ
の
活
動
を
行
き
来
す

る
と
こ
ろ
で
す
�
個
人
で
テ
�
マ
を

考
え
�
グ
ル
�
プ
で
テ
�
マ
を
決
め
�

個
人
で
立
体
造
形
に
取
り
組
み
�
グ

ル
�
プ
で
撮
影
�
そ
し
て
ま
た
個
人

で
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
�
�
�
特

に
立
体
造
形
で
は
�
つ
く
�
て
い
る

も
の
の
大
き
さ
や
様
式
を
統
一
す
る

た
め
�個
人
の
作
業
を
し
つ
つ
グ
ル
�

プ
で
連
携
す
る
と
い
う
動
き
も
大
事

に
な
り
ま
す
�
こ
の
往
復
に
よ
�
て

自
分
と
他
者
と
の
視
点
の
違
い
が
明

確
に
な
り
�よ
り
深
い
気
付
き
が
生
ま

れ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
�

　ポ
ス
タ
�
づ
く
り
を
通
し
て
�
他

者
と
の
つ
な
が
り
に
よ
�
て
広
が
る

可
能
性
や
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
�

て
ほ
し
い
と
思
�
て
い
ま
す
�

　立
体
物
の
写
真
撮
影
は
�
校
内
で

自
由
に
行
い
ま
し
た
�
廊
下
に
寝
転

が
�
て
撮
影
す
る
生
徒
も
い
れ
ば
�

美
術
室
内
に
用
意
し
た
物
撮
り
セ
�

ト
で
か
�
こ
よ
く
撮
る
生
徒
も
�
グ

ル
�
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
�
ラ
イ

テ
�
ン
グ
を
調
整
し
た
り
�
も
の
の

角
度
や
配
置
を
変
え
た
り
し
て
�
皆
�

様
々
な
写
真
を
撮
�
て
い
ま
し
た
�

立
体
物
を
グ
ル
�
プ
で
撮
影
す
る
と

し
た
こ
と
で
�
い
ろ
い
ろ
な
組
合
せ

や
構
図
に
チ
�
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
�
さ
ら
な
る
世
界
が
広
が
�
た

と
感
じ
ま
す
�

　撮
�
た
写
真
に
は
�
個
人
の
活
動

と
し
て
キ
�
�
チ
コ
ピ
�
を
考
え
�

レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
ま
す
�
初
め
に
�
企

業
ス
ロ
�
ガ
ン
や
A
C
の
広
告
な
ど

を
見
せ
�
キ
�
�
チ
コ
ピ
�
に
は
﹁
標

語
や
簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
直
接
的

な
も
の
﹂
と
﹁
見
る
人
に
考
え
を
委
ね

る
間
接
的
な
も
の
﹂
が
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
�
さ
ら
に
�
ど
ん
な
言

い
回
し
や
声
の
ト
�
ン
で
伝
え
る
の

が
い
い
か
�
メ
�
セ
�
ジ
の
﹃
声
色
﹄

を
イ
メ
�
ジ
さ
せ
ま
し
た
�
キ
�
�

チ
コ
ピ
�
や
フ
�
ン
ト
に
よ
�
て
も

写
真
の
見
え
方
が
変
わ
る
こ
と
を
実

感
し
な
が
ら
�
言
葉
の
力
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
で
�
よ
り
深
く
�
踏
み

込
ん
だ
コ
ピ
�
ラ
イ
テ
�
ン
グ
に
取

り
組
め
た
と
思
い
ま
す
�
キ
�
�
チ

コ
ピ
�
が
決
ま
れ
ば
�
フ
�
ン
ト
選

び
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
て
完
成
�

　最
後
は
�
つ
く
�
た
ポ
ス
タ
�
を

他
の
グ
ル
�
プ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
�

シ
�
ン
し
ま
す
�制
作
の
経
緯
を
ま
�

た
く
知
ら
な
い
人
に
つ
く
�
た
も
の

の
意
図
や
ね
ら
い
を
伝
え
�
反
応
を

受
け
取
る
こ
と
で
�
一
連
の
活
動
の

総
仕
上
げ
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
�

す
べ
て
の
生
徒
が
輝
く

ポ
ス
タ
�
づ
く
り

﹁
伝
え
る
﹂
た
め
の
総
仕
上
げ

グ
ル
�
プ
で
取
り
組
む

自
由
な
撮
影
会

時間 領域

▼

生徒たちの作品はこちらからもご覧いただけます。

Messa
ge

活動の流れ

社会課題を扱うポスターの他、「お小遣い上げて！」

「STOPおやじギャグ！」といったユニークなものも。「伝え

る」と真剣に向き合ったポスターが披露されました。

キャッチコピーは個人で考え、レイアウトはタブレットを使

い、PowerPointで行います。フォントと色選びは、伝え

たいメッセージの『声色』からイメージを膨らませます。

アイデアスケッチを基にした立体物の制作では、大きさ

や雰囲気を合わせるために、自然にグループ内での声掛

けが発生。完成したら、グループで撮影に臨みます。

最初にポスターが共同制作によってつくられていること

を説明。その後、タブレットを使って調べ学習をしなが

ら、自由にテーマを考え、アイデアスケッチをします。

④ 相互鑑賞会 ③キャッチコピーの制作とレイアウト

②立体物の制作と写真撮影 ①テーマ決めとアイデアスケッチ

forme No.322 ⑩forme No.322⑪ 高中小
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多くの中学生にとってポスターは、“ひとりで考え、つくりあげるもの”。

街中で見掛けるポスターが、様々なクリエイターの共同制作によって生み出されているということに

気付いていない生徒も多いといいます。そこで小林先生が考えたのが、

個人とグループの活動を行き来するポスターづくり。立体物を写真に撮って

ポスターにする過程で、生徒同士のつながりがもたらす効果をお聞きしました。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
�
今

年
は
�
例
年
の
よ
う

な
共
同
制
作
が
行
え

な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
�そ
こ
で
考
え
た
の
が
�Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
テ
�
マ
に
し
た
個
人
活
動
中
心

の
ポ
ス
タ
�
制
作
を
行
う
こ
と
�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
�
今
�
社
会
的
に
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
る
ト
レ
ン
ド

ワ
�
ド
で
す
�
情
報
が
豊
富
で
調

べ
や
す
く
�
グ
ル
�
プ
ワ
�
ク
で

ア
イ
デ
ア
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
環
境
下
で
も
取
り
組
み
や
す

い
�ま
た
�
十
七
個
の
項
目
か
ら
一

つ
テ
�
マ
を
選
ん
で
掘
り
下
げ
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
�

　今
後
も
感
染
症
や
災
害
な
ど
の

要
因
で
通
常
の
授
業
を
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
�そ
ん
な
と
き
で
も
�

楽
し
く
�
面
白
く
�工
夫
を
し
な
が

ら
授
業
を
行
�
て
�
で
き
る
だ
け

多
く
の
喜
び
�
経
験
�
情
報
に
触
れ

て
も
ら
い
�
そ
れ
が
後
に
花
開
い

て
く
れ
る
と
い
い
な
と
願
�
て
い

ま
す
�

学
び
の
フ
ロ
ン
テ
�
ア

授

業

実

践

中
中
学
校
二
年
生

佐賀県　佐賀県立致遠館中学校・高等学校

こ  ばやし みのる

小林 稔 先生

11時間 A表現

指 導 計 画

いつ、どんなときでも、楽しい活動を目指したい

個人で深め、みんなで話し、

アイデアの可能性を広げよう！

伝える、伝わる
ポスターづくり

材料・用具

樹脂粘土、針金、ヘラ、絵の具、

タブレットPC、卓上撮影スタ

ジオ、ワークシート、参考作品

題材の目標

● 知識及び技能

立体物の大きさや生命感のある動

き、文字の配置や背景との色の対比

などの効果を理解して工夫して表す。

　
● 思考力、判断力、表現力等

伝えたいテーマを基に、形や色彩、立

体物の配置や構図、文字による伝達

効果などを考え、より分かりやすく印

象深く伝わるよう構想を練ったり鑑

賞したりする。

　
● 学びに向かう力、人間性等

協同しながら表現する楽しさを感じ

取り、作品鑑賞を通して作者の表現

の意図を知ることで、デザインに対す

る興味や関心を高め、身近なポスター

の働きについて考えを深めるなど、

意欲的に取り組む。

　こ
の
題
材
は
﹁
ポ
ス
タ
�
づ
く
り

の
過
程
で
伝
え
る
﹂﹁
ポ
ス
タ
�
で
伝

え
る
﹂
と
い
う
二
つ
の
﹁
伝
え
る
﹂
を

テ
�
マ
に
�
共
同
制
作
を
重
視
し
て

組
み
立
て
ま
し
た
�

　共
同
制
作
に
重
き
を
置
い
た
の

は
�
活
動
の
中
で
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

輝
く
場
面
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
�

た
か
ら
で
す
�
例
え
ば
�
絵
を
描
く
の

が
不
得
手
な
子
で
も
�
共
同
制
作
で

行
う
総
合
的
な
活
動
で
あ
れ
ば
�
ど

こ
か
し
ら
で
自
分
の
得
意
を
発
揮
で

き
る
は
ず
�
ポ
ス
タ
�
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
�
そ

の
過
程
を
通
し
て
�
自
分
と
そ
の
周

囲
に
い
る
人
と
の
関
係
性
に
気
付
い

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
�

　活
動
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
�
個

人
と
グ
ル
�
プ
の
活
動
を
行
き
来
す

る
と
こ
ろ
で
す
�
個
人
で
テ
�
マ
を

考
え
�
グ
ル
�
プ
で
テ
�
マ
を
決
め
�

個
人
で
立
体
造
形
に
取
り
組
み
�
グ

ル
�
プ
で
撮
影
�
そ
し
て
ま
た
個
人

で
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
�
�
�
特

に
立
体
造
形
で
は
�
つ
く
�
て
い
る

も
の
の
大
き
さ
や
様
式
を
統
一
す
る

た
め
�個
人
の
作
業
を
し
つ
つ
グ
ル
�

プ
で
連
携
す
る
と
い
う
動
き
も
大
事

に
な
り
ま
す
�
こ
の
往
復
に
よ
�
て

自
分
と
他
者
と
の
視
点
の
違
い
が
明

確
に
な
り
�よ
り
深
い
気
付
き
が
生
ま

れ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
�

　ポ
ス
タ
�
づ
く
り
を
通
し
て
�
他

者
と
の
つ
な
が
り
に
よ
�
て
広
が
る

可
能
性
や
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
�

て
ほ
し
い
と
思
�
て
い
ま
す
�

　立
体
物
の
写
真
撮
影
は
�
校
内
で

自
由
に
行
い
ま
し
た
�
廊
下
に
寝
転

が
�
て
撮
影
す
る
生
徒
も
い
れ
ば
�

美
術
室
内
に
用
意
し
た
物
撮
り
セ
�

ト
で
か
�
こ
よ
く
撮
る
生
徒
も
�
グ

ル
�
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
�
ラ
イ

テ
�
ン
グ
を
調
整
し
た
り
�
も
の
の

角
度
や
配
置
を
変
え
た
り
し
て
�
皆
�

様
々
な
写
真
を
撮
�
て
い
ま
し
た
�

立
体
物
を
グ
ル
�
プ
で
撮
影
す
る
と

し
た
こ
と
で
�
い
ろ
い
ろ
な
組
合
せ

や
構
図
に
チ
�
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
�
さ
ら
な
る
世
界
が
広
が
�
た

と
感
じ
ま
す
�

　撮
�
た
写
真
に
は
�
個
人
の
活
動

と
し
て
キ
�
�
チ
コ
ピ
�
を
考
え
�

レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
ま
す
�
初
め
に
�
企

業
ス
ロ
�
ガ
ン
や
A
C
の
広
告
な
ど

を
見
せ
�
キ
�
�
チ
コ
ピ
�
に
は
﹁
標

語
や
簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
直
接
的

な
も
の
﹂
と
﹁
見
る
人
に
考
え
を
委
ね

る
間
接
的
な
も
の
﹂
が
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
�
さ
ら
に
�
ど
ん
な
言

い
回
し
や
声
の
ト
�
ン
で
伝
え
る
の

が
い
い
か
�
メ
�
セ
�
ジ
の
﹃
声
色
﹄

を
イ
メ
�
ジ
さ
せ
ま
し
た
�
キ
�
�

チ
コ
ピ
�
や
フ
�
ン
ト
に
よ
�
て
も

写
真
の
見
え
方
が
変
わ
る
こ
と
を
実

感
し
な
が
ら
�
言
葉
の
力
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
で
�
よ
り
深
く
�
踏
み

込
ん
だ
コ
ピ
�
ラ
イ
テ
�
ン
グ
に
取

り
組
め
た
と
思
い
ま
す
�
キ
�
�
チ

コ
ピ
�
が
決
ま
れ
ば
�
フ
�
ン
ト
選

び
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
て
完
成
�

　最
後
は
�
つ
く
�
た
ポ
ス
タ
�
を

他
の
グ
ル
�
プ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
�

シ
�
ン
し
ま
す
�制
作
の
経
緯
を
ま
�

た
く
知
ら
な
い
人
に
つ
く
�
た
も
の

の
意
図
や
ね
ら
い
を
伝
え
�
反
応
を

受
け
取
る
こ
と
で
�
一
連
の
活
動
の

総
仕
上
げ
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
�

す
べ
て
の
生
徒
が
輝
く

ポ
ス
タ
�
づ
く
り

﹁
伝
え
る
﹂
た
め
の
総
仕
上
げ

グ
ル
�
プ
で
取
り
組
む

自
由
な
撮
影
会

時間 領域

▼

生徒たちの作品はこちらからもご覧いただけます。
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活動の流れ

社会課題を扱うポスターの他、「お小遣い上げて！」

「STOPおやじギャグ！」といったユニークなものも。「伝え

る」と真剣に向き合ったポスターが披露されました。

キャッチコピーは個人で考え、レイアウトはタブレットを使

い、PowerPointで行います。フォントと色選びは、伝え

たいメッセージの『声色』からイメージを膨らませます。

アイデアスケッチを基にした立体物の制作では、大きさ

や雰囲気を合わせるために、自然にグループ内での声掛

けが発生。完成したら、グループで撮影に臨みます。

最初にポスターが共同制作によってつくられていること

を説明。その後、タブレットを使って調べ学習をしなが

ら、自由にテーマを考え、アイデアスケッチをします。

④ 相互鑑賞会 ③キャッチコピーの制作とレイアウト

②立体物の制作と写真撮影 ①テーマ決めとアイデアスケッチ
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学
び
の
フ
ロ
ン
テ
�
ア

授

業

実

践

高

高
校
一
年
生

　制
作
的
な
活
動
と
�
美
術
の
知
識

を
吸
収
を
す
る
な
ど
の
鑑
賞
的
な
活

動
�
こ
の
二
つ
の
活
動
を
�
連
続
性

を
も
�
て
取
り
組
め
な
い
か
と
始
め

た
の
が
今
回
の
題
材
で
す
�
一.

五

コ
マ
︵
三
時
間
︶
の
授
業
の
中
で
�

絵
画
の
支
持
体
や
画
材
に
つ
い
て
鑑

賞
し
な
が
ら
﹁
学
び
﹂�
画
材
を
自
ら

の
手
で
﹁
つ
く
り
﹂�
そ
れ
ら
を
使
�

て
ク
ロ
�
キ
�
を
﹁
制
作
す
る
﹂
ま

で
を
�
テ
ン
ポ
よ
く
連
続
性
を
も
�

て
取
り
組
み
ま
す
�

　今
回
﹁
画
材
﹂
に
注
目
を
し
た
の

は
�
画
材
は
ど
の
よ
う
な
技
法
を
学

ぶ
に
も
必
ず
使
用
す
る
も
の
だ
か
ら

で
す
�
小
学
生
で
図
工
を
学
び
始
め

て
�
高
校
一
年
生
は
十
年
目
に
な
り

ま
す
�
扱
う
画
材
を
当
た
り
前
の
も

の
と
し
て
捉
え
が
ち
で
す
が
�
新
鮮

な
気
持
ち
で
画
材
に
出
合
わ
せ
た

い
�
そ
し
て
�
画
材
を
通
し
て
美
術

を
串
刺
し
に
し
て
�
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
や
技
術
を
木
だ
と
し
た
ら
美
術
と

い
う
森
を
見
せ
る
こ
と
で
�
高
校
の

美
術
の
最
初
の
授
業
と
し
て
奥
行
き

あ
る
ス
タ
�
ト
が
切
れ
る
よ
う
目
指

し
ま
し
た
�

　鑑
賞
活
動
の
導
入
は
�
画
材
に
関

す
る
六
枚
の
カ
�
ド
の
並
べ
替
え

︵
左
ペ
�
ジ
上
部
参
照
︶�
何
の
順
番

に
並
べ
る
の
か
�
グ
ル
�
プ
で
話
し

合
い
な
が
ら
答
え
を
見
付
け
て
い
き

ま
す
�
美
術
に
関
す
る
経
験
値
や
知

識
が
少
な
い
生
徒
も
正
解
に
た
ど
り

着
け
る
課
題
で
ウ
�
�
ム
ア
�
プ
を

し
て
�
絵
の
具
や
材
料
の
名
前
の

ル
�
ツ
を
個
人
で
考
え
る
時
間
へ
と

つ
な
げ
ま
す
�
正
解
は
あ
り
つ
つ
も

オ
�
プ
ン
エ
ン
ド
に
答
え
を
想
像
す

る
課
題
な
の
で
�
生
徒
た
ち
の
回
答

に
対
し
て
﹁
今
の
は
惜
し
か
�
た
﹂

な
ど
ヒ
ン
ト
を
出
し
�
正
解
へ
導
い

て
い
き
ま
す
�

　知
識
を
定
着
さ
せ
た
ら
�
次
は
タ

ン
ニ
ン
イ
ン
ク
を
つ
く
り
ま
す
�
グ

ル
�
プ
に
ス
チ
�
ル
ウ
�
ル
と
塩
を

入
れ
た
紙
コ
�
プ
を
渡
し
�
市
販
の

ペ
�
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
注
ぎ
ま
す
�

身
近
な
材
料
を
ぐ
る
ぐ
る
と
混
ぜ
合

わ
せ
る
こ
と
で
�
タ
ン
ニ
ン
イ
ン
ク

へ
と
変
化
す
る
瞬
間
こ
そ
が
こ
の
授

業
の
山
場
�
イ
ン
ク
が
黒
く
な
�
た

途
端
に
�﹁
ホ
ン
マ
や
！
﹂
と
生
徒
た

ち
は
驚
き
の
表
情
を
見
せ
ま
す
�

　そ
れ
は
�
こ
れ
ま
で
の
彼
ら
の
人

生
経
験
の
中
で
見
聞
き
し
て
想
像
で

き
る
こ
と
を
凌
駕
し
た
瞬
間
で
あ
る

と
同
時
に
�
授
業
の
冒
頭
で
学
ん
だ

絵
の
具
の
歴
史
と
�
イ
ン
ク
を
つ

く
�
た
体
験
が
連
続
し
た
も
の
と
し

て
自
分
の
中
で
つ
な
が
る
瞬
間
で
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
�
う
か
�
こ

の
驚
き
を
通
し
て
私
と
美
術
の
授
業

を
信
用
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
�

　で
き
あ
が
�
た
と
き
の
素
直
な
反

応
が
見
た
い
の
で
�
タ
ン
ニ
ン
イ
ン

ク
づ
く
り
は
グ
ル
�
プ
で
行
�
て
い

ま
す
�
一
人
だ
と
驚
き
を
表
情
に
出

せ
な
い
生
徒
も
い
ま
す
が
�
グ
ル
�

プ
だ
�
た
ら
仲
間
と
一
緒
に
な
�
て

素
直
に
感
情
が
出
し
や
す
い
と
い
う

効
果
が
あ
り
ま
す
�
ま
た
�
私
は

常
々
�
生
徒
に
﹁
文
化
の
枠
組
み
か

ら
は
み
出
た
と
こ
ろ
に
�
美
術
は
な

い
﹂
と
言
�
て
い
ま
す
�
文
化
を
形

成
す
る
最
小
単
位
は
物
事
や
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
な
の
で
�
美
術
こ
そ

コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
�
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
答
え
を
見

付
け
る
グ
ル
�
プ
学
習
を
通
し
て
�

そ
う
い
�
た
美
術
の
本
質
的
な
部
分

を
伝
え
る
活
動
に
し
ま
し
た
�

制
作
と
鑑
賞
を
連
動
さ
せ
る

実
感
は
イ
ン
ク
が
変
化
す
る
瞬
間

グ
ル
�
プ
学
習
で
知
る
美
術
の
本
質

滋賀県 滋賀県立草津高等学校

つよしよし　だ

吉田 剛 先生

普段当たり前のように使っている画材。

それらに着目した授業を行っているのが吉田剛先生です。

画材を「学び」、「つくり」、使って「制作する」……制作と鑑賞が連動する授業で、

市販のお茶がインクに変化する瞬間、生徒が体感することとは―。

「驚き」を大切にしたいという吉田先生に、工夫点などをお聞きしました。

画材に関する６枚のカード。指示をしなくても、「歴史の順番」に並べることが分かりやすい図版を選びます。概ね正

しく並べ替えられますが、間違いが多いのは「チューブ絵の具」の位置。チューブ絵の具の歴史が意外にも新しいこ

とや、それ以前は徒弟制度が取られており工房によって絵の具の製法が違っていたこと、昔は豚の膀胱に絵の具を

詰めていたことなどを伝えると、「え！」と生徒は驚き聞き入ります。鑑賞の時間では、このチューブ絵の具の話で集

中力が高まっています。

時間

3時間

領域

A表現（1）絵画・彫刻

B鑑賞

材料・用具

葦、カッター、紙やすり、紙粘土、

紙コップ、スチールウール、塩、お

茶、画材の歴史カード、説明カード

題材の目標

　知識及び技能

絵画や素材の変遷を通して歴史の大

きな流れを理解し、画材制作へ展開

することで、既知的に捉えていた画材

類などについて奥行きをもって捉え直

す機会とする。

　思考力、判断力、表現力等

グループや個人での思考や作業を繰

り返すことでコミュニケーションによ

る課題解決の能力を養うとともに、

自作の画材を用いて制作すること

で、改めて画材自体の魅力や味わい

に気付かせる。

　学びに向かう力、人間性等

選択肢を与え正解を導きやすい問題と

オープンエンドに思考する問題を設定す

ることで各生徒の成熟度に合ったチャ

レンジを行わせることや、素材が画材に

変わる瞬間を体験することを通して活

動への参加意識や学習意欲を高める。

指 導 計 画 鑑賞活動の導入となるカードの並べ替え

　私
は
美
術
を
学

ぶ
こ
と
で
�素
敵
だ

な
と
思
え
る
こ
と

に
た
く
さ
ん
出
合
え

ま
し
た
�だ
か
ら
こ
そ
生
徒

に
も
�美
術
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
と

思
�
て
い
ま
す
�
そ
の
た
め
に

も
�美
術
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
び
�
考
え
る
﹁
美
術
で

教
え
る
単
元
﹂
と
�
美
術
と
は
こ

う
い
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

正
面
か
ら
教
え
る﹁
美
術
を
教
え

る
単
元
﹂
を
使
い
分
け
�
題
材
を

決
め
て
い
ま
す
�

　今
回
の﹁
素
材
と
歴
史
か
ら
知

る
﹂
は
�
後
者
の
﹁
美
術
を
教
え

る
単
元
﹂
�
画
材
を
通
し
て
美
術

を
串
刺
し
す
る
よ
う
に
�
美
術

全
体
の
こ
と
を
伝
え
た
り
�
考

え
た
り
す
る
機
会
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
�﹁
美
術
で
教

え
る
﹂﹁
美
術
を
教
え
る
﹂
両
方

を
取
り
入
れ
な
が
ら
�﹁
美
術
は

楽
し
か
�
た
な
﹂と
思
わ
せ
た
い

で
す
ね
�

美術の素敵さを真正面から伝えたい

Messa
ge

文：八波志保（Playce）　写真：大関雄次郎

画材の歴史を学び、自ら画材をつくってみる

素材と歴史から知る

ジャクソン・ポロック　White Light 1954

© Photo SCALA, Florence　© Pollock-Krasner Foundation / ARS, N.Y. / JASPAR, Tokyo, 2020 E3908

ラスコー洞窟壁画 チューブ絵の具 アルノルフィーニ夫妻の肖像　ヤン・ヴァン・エイク

ジャクソン・ポロック　White Light 1954 キャンヴァス 死者の書
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学
び
の
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授
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高

高
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一
年
生

　制
作
的
な
活
動
と
�
美
術
の
知
識

を
吸
収
を
す
る
な
ど
の
鑑
賞
的
な
活

動
�
こ
の
二
つ
の
活
動
を
�
連
続
性

を
も
�
て
取
り
組
め
な
い
か
と
始
め

た
の
が
今
回
の
題
材
で
す
�
一.

五

コ
マ
︵
三
時
間
︶
の
授
業
の
中
で
�

絵
画
の
支
持
体
や
画
材
に
つ
い
て
鑑

賞
し
な
が
ら
﹁
学
び
﹂�
画
材
を
自
ら

の
手
で
﹁
つ
く
り
﹂�
そ
れ
ら
を
使
�

て
ク
ロ
�
キ
�
を
﹁
制
作
す
る
﹂
ま

で
を
�
テ
ン
ポ
よ
く
連
続
性
を
も
�

て
取
り
組
み
ま
す
�

　今
回
﹁
画
材
﹂
に
注
目
を
し
た
の

は
�
画
材
は
ど
の
よ
う
な
技
法
を
学

ぶ
に
も
必
ず
使
用
す
る
も
の
だ
か
ら

で
す
�
小
学
生
で
図
工
を
学
び
始
め

て
�
高
校
一
年
生
は
十
年
目
に
な
り

ま
す
�
扱
う
画
材
を
当
た
り
前
の
も

の
と
し
て
捉
え
が
ち
で
す
が
�
新
鮮

な
気
持
ち
で
画
材
に
出
合
わ
せ
た

い
�
そ
し
て
�
画
材
を
通
し
て
美
術

を
串
刺
し
に
し
て
�
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
や
技
術
を
木
だ
と
し
た
ら
美
術
と

い
う
森
を
見
せ
る
こ
と
で
�
高
校
の

美
術
の
最
初
の
授
業
と
し
て
奥
行
き

あ
る
ス
タ
�
ト
が
切
れ
る
よ
う
目
指

し
ま
し
た
�

　鑑
賞
活
動
の
導
入
は
�
画
材
に
関

す
る
六
枚
の
カ
�
ド
の
並
べ
替
え

︵
左
ペ
�
ジ
上
部
参
照
︶�
何
の
順
番

に
並
べ
る
の
か
�
グ
ル
�
プ
で
話
し

合
い
な
が
ら
答
え
を
見
付
け
て
い
き

ま
す
�
美
術
に
関
す
る
経
験
値
や
知

識
が
少
な
い
生
徒
も
正
解
に
た
ど
り

着
け
る
課
題
で
ウ
�
�
ム
ア
�
プ
を

し
て
�
絵
の
具
や
材
料
の
名
前
の

ル
�
ツ
を
個
人
で
考
え
る
時
間
へ
と

つ
な
げ
ま
す
�
正
解
は
あ
り
つ
つ
も

オ
�
プ
ン
エ
ン
ド
に
答
え
を
想
像
す

る
課
題
な
の
で
�
生
徒
た
ち
の
回
答

に
対
し
て
﹁
今
の
は
惜
し
か
�
た
﹂

な
ど
ヒ
ン
ト
を
出
し
�
正
解
へ
導
い

て
い
き
ま
す
�

　知
識
を
定
着
さ
せ
た
ら
�
次
は
タ
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滋賀県 滋賀県立草津高等学校

つよしよし　だ

吉田 剛 先生

普段当たり前のように使っている画材。

それらに着目した授業を行っているのが吉田剛先生です。

画材を「学び」、「つくり」、使って「制作する」……制作と鑑賞が連動する授業で、

市販のお茶がインクに変化する瞬間、生徒が体感することとは―。

「驚き」を大切にしたいという吉田先生に、工夫点などをお聞きしました。

画材に関する６枚のカード。指示をしなくても、「歴史の順番」に並べることが分かりやすい図版を選びます。概ね正

しく並べ替えられますが、間違いが多いのは「チューブ絵の具」の位置。チューブ絵の具の歴史が意外にも新しいこ

とや、それ以前は徒弟制度が取られており工房によって絵の具の製法が違っていたこと、昔は豚の膀胱に絵の具を

詰めていたことなどを伝えると、「え！」と生徒は驚き聞き入ります。鑑賞の時間では、このチューブ絵の具の話で集

中力が高まっています。

時間

3時間

領域

A表現（1）絵画・彫刻

B鑑賞

材料・用具

葦、カッター、紙やすり、紙粘土、

紙コップ、スチールウール、塩、お

茶、画材の歴史カード、説明カード

題材の目標

　知識及び技能

絵画や素材の変遷を通して歴史の大

きな流れを理解し、画材制作へ展開

することで、既知的に捉えていた画材

類などについて奥行きをもって捉え直

す機会とする。

　思考力、判断力、表現力等

グループや個人での思考や作業を繰

り返すことでコミュニケーションによ

る課題解決の能力を養うとともに、

自作の画材を用いて制作すること

で、改めて画材自体の魅力や味わい

に気付かせる。

　学びに向かう力、人間性等

選択肢を与え正解を導きやすい問題と

オープンエンドに思考する問題を設定す

ることで各生徒の成熟度に合ったチャ

レンジを行わせることや、素材が画材に

変わる瞬間を体験することを通して活

動への参加意識や学習意欲を高める。

指 導 計 画 鑑賞活動の導入となるカードの並べ替え
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か
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Messa
ge

文：八波志保（Playce）　写真：大関雄次郎

画材の歴史を学び、自ら画材をつくってみる

素材と歴史から知る

ジャクソン・ポロック　White Light 1954

© Photo SCALA, Florence　© Pollock-Krasner Foundation / ARS, N.Y. / JASPAR, Tokyo, 2020 E3908

ラスコー洞窟壁画 チューブ絵の具 アルノルフィーニ夫妻の肖像　ヤン・ヴァン・エイク

ジャクソン・ポロック　White Light 1954 キャンヴァス 死者の書
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奥
村
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見
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の

の

▶ この群青色は絵の具箱にはない色です。こ

の子が混色でつくりだした色でしょう。授業の

振り返りカードを見ると「夜の海、静かで暗い

色をイメージした。青は青でも黒を混ぜて暗い

青にした」とあります。これまでに蓄積した絵

の具の「知識」が活用されています。

▼▶ 黄色いコンテを粉にし

て月の光を加え……割り箸

で絵の具を丸い形に盛り上

げるようにえがいて……「ひ

かり」「てらされて」など一

つ一つの言葉が、様々な用具

や技法を用いた「技能」の

展開につながっています。

♯10

奥村先生によるWebマガジン「学び！と美術」はこちら。 令和２年（2020 年）度版 小学校図画工作科教科書 図画工作 5・6 上 p.46 掲載

て
が
み
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山
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司

題名「受け継がれる思い」

最初は、夜の海なので黒っぽい色や静かな雰囲気を出そうとしましたが、作品をつくっているうちに、

一匹一匹違う思いで「てがみ」になっていると思い始め、いろいろな色を使って表しました。

物語文や短い言葉などを基に絵をえがくことは図

画工作・美術で定番の学習活動です。それは単な

る情景や感情の再現ではありません。言葉を手掛

かりにした「新しい世界の創造」です。詩を基に、

一つ一つの言葉からイメージを膨らませ、資質・能

力を発揮しながら、自分らしい「新しい世界」にた

どりついた作品を見ていきましょう。

ま めと

孫の鉄道ブームは終わり、

ジジの買った電車のおもちゃもお休み中。

今は「危険生物ブーム」とか。

う～ん、危険生物は買ってあげられないなあ……。

〈今号のひと言〉

1958 年宮崎県生まれ。小中学校教諭、美術館

学芸員の後、文部科学省教科調査官として学習

指導要領の作成に携わり、現職。日本文教出版

Webマガジン『学び！と美術』執筆者。

文：奥村高明
日本体育大学 

児童スポーツ教育学部 

教授

おく むら たか あき

「何か」があるから、そこに「言葉」が付けられるのではありません。「言葉」にすることによって、混とんとした世界から、「何

か」が明瞭に切り出され、私たちの目の前に意味をもって現れるのです。すでに大人は、言葉できちんと区分けされた世界

にいます。でも、子どもたちは、まだその途中、「言葉」と「イメージ」が行き来するあいまいな世界に生きています。図画

工作・美術を通して、「言葉」と「イメージ」を基に、新しい世界をつくりだす力を育てたいものです。

▼ 黄色の円と、青色の円が、左右対称に配置されています。

画面全体のバランスを考えたのでしょう。

「思考力・判断力・表現力等」の発揮です。
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言葉から生まれる世界

スタートはここでしょう。まず、太い筆で波をかいた

後に、青いコンテの粉で波がきらめく様子を表して

います。そこから、さらに右上に向けて画面いっぱ

いに波を広げています。あえて筆跡を残した、うねりのある線で

す。斜めにすることで、動きが生まれるように意識されています。

「うみにながして」という言葉から生まれたイメージを基に、

「思考力・判断力・表現力等」を働かせています。

筆が画面を越えています。動きを

画用紙の枠で途切れさせないよう

にするためにしたことでしょう。創

造的な「技能」が高まっていることが分かります。

新聞紙は、用具を思い切り使ったり、表現方法

を試したりするなど、子どもが安心して工夫する

ことに役立っています。

たどる

製作段階の後半に、たくさん

の色の線が加えられています。

最初にえがいた波の動きは、

卵が成長していく動きへと、新しい意味をま

とっています。つくることと、工夫したり考え

たりすることを、繰り返しながら発展する表

現。それは同時に資質や能力の深化です。

光のような丸は、さかなの卵です。一つ一つ

の色が違うのは「卵に対する親の思いは違っ

ていて、その思いを受け継いで子どもは成長

していく」からだそうです。

「詩」は研ぎ澄まされた「言葉」が命。その

命に呼応して、言葉の命を膨らませるよう

な表現が行われたことが分かります。

考える

近づく

⑭forme No.322⑮ 高中小 forme No.322

日本文教出版様／形（forme）322号／P14-15／子どもの見方
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▶ この群青色は絵の具箱にはない色です。こ

の子が混色でつくりだした色でしょう。授業の

振り返りカードを見ると「夜の海、静かで暗い

色をイメージした。青は青でも黒を混ぜて暗い

青にした」とあります。これまでに蓄積した絵

の具の「知識」が活用されています。

▼▶ 黄色いコンテを粉にし

て月の光を加え……割り箸

で絵の具を丸い形に盛り上

げるようにえがいて……「ひ

かり」「てらされて」など一

つ一つの言葉が、様々な用具

や技法を用いた「技能」の

展開につながっています。

♯10

奥村先生によるWebマガジン「学び！と美術」はこちら。 令和２年（2020 年）度版 小学校図画工作科教科書 図画工作 5・6 上 p.46 掲載
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題名「受け継がれる思い」

最初は、夜の海なので黒っぽい色や静かな雰囲気を出そうとしましたが、作品をつくっているうちに、

一匹一匹違う思いで「てがみ」になっていると思い始め、いろいろな色を使って表しました。

物語文や短い言葉などを基に絵をえがくことは図

画工作・美術で定番の学習活動です。それは単な

る情景や感情の再現ではありません。言葉を手掛

かりにした「新しい世界の創造」です。詩を基に、

一つ一つの言葉からイメージを膨らませ、資質・能

力を発揮しながら、自分らしい「新しい世界」にた

どりついた作品を見ていきましょう。

ま めと

孫の鉄道ブームは終わり、

ジジの買った電車のおもちゃもお休み中。

今は「危険生物ブーム」とか。

う～ん、危険生物は買ってあげられないなあ……。

〈今号のひと言〉

1958 年宮崎県生まれ。小中学校教諭、美術館

学芸員の後、文部科学省教科調査官として学習

指導要領の作成に携わり、現職。日本文教出版

Webマガジン『学び！と美術』執筆者。

文：奥村高明
日本体育大学 

児童スポーツ教育学部 

教授

おく むら たか あき

「何か」があるから、そこに「言葉」が付けられるのではありません。「言葉」にすることによって、混とんとした世界から、「何

か」が明瞭に切り出され、私たちの目の前に意味をもって現れるのです。すでに大人は、言葉できちんと区分けされた世界

にいます。でも、子どもたちは、まだその途中、「言葉」と「イメージ」が行き来するあいまいな世界に生きています。図画

工作・美術を通して、「言葉」と「イメージ」を基に、新しい世界をつくりだす力を育てたいものです。

▼ 黄色の円と、青色の円が、左右対称に配置されています。

画面全体のバランスを考えたのでしょう。

「思考力・判断力・表現力等」の発揮です。
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スタートはここでしょう。まず、太い筆で波をかいた

後に、青いコンテの粉で波がきらめく様子を表して

います。そこから、さらに右上に向けて画面いっぱ

いに波を広げています。あえて筆跡を残した、うねりのある線で

す。斜めにすることで、動きが生まれるように意識されています。

「うみにながして」という言葉から生まれたイメージを基に、

「思考力・判断力・表現力等」を働かせています。

筆が画面を越えています。動きを

画用紙の枠で途切れさせないよう

にするためにしたことでしょう。創

造的な「技能」が高まっていることが分かります。

新聞紙は、用具を思い切り使ったり、表現方法

を試したりするなど、子どもが安心して工夫する

ことに役立っています。

たどる

製作段階の後半に、たくさん

の色の線が加えられています。

最初にえがいた波の動きは、

卵が成長していく動きへと、新しい意味をま

とっています。つくることと、工夫したり考え

たりすることを、繰り返しながら発展する表

現。それは同時に資質や能力の深化です。

光のような丸は、さかなの卵です。一つ一つ

の色が違うのは「卵に対する親の思いは違っ

ていて、その思いを受け継いで子どもは成長

していく」からだそうです。

「詩」は研ぎ澄まされた「言葉」が命。その

命に呼応して、言葉の命を膨らませるよう

な表現が行われたことが分かります。

考える

近づく
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長方形
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この授業展開に

ついての

指導案はこちら

導  入

ね ら い

そ の 後

「屏風って知ってる？」「何のために使われると思う？」などまずは発問し、
身近なものから具体的に思い起こさせる時間を持つ。

「結婚式で見たことがある！ とか、豪華な雰囲気をつくるため？ など、
自由に発言したあとで調べると、正解を見つけたときに、自分たちの推理が
当たった！ と快感が。これが、興味や関心につながっていきます」（長尾先生）

屏風について発問し、身近なものから思い起こさせる

どこに飾る？ どんな雰囲気にする？ マイ屏風

武蔵野美術大学油絵科卒業後現職。東京都中学

校美術教育研究会研究局長を６年間、東京都教

師道場リーダーを３年間務めた。平成 23 年「評

価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための

参考資料」作成協力者。
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で
す
よ
ね
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教科書の著者である村上尚徳先生と全国の先生が、令和３年度から使用される

教科書の題材をもとに、どんな授業展開ができるかをご紹介するコーナー。

生徒の興味を引き出し、新たな気付きや感動に導くアプローチなど、指導のヒントが満載です。

教科書利用の
村上センセイの

ススメ

準備するもの

折り曲げて味わう 屏風,美のしかけ

第1回

ワークシート、

グループワーク用の図版、

その他屏風の図版など

「日本美術に親しみを持ってもらう！」

※掲載している教科書は令和3年（2021年）度版 中学校美術科教科書です。

※授業の写真は長尾先生が独自に授業教材として作成したものを使用しています。

折りの効果、余白、構図、空間、立体感を意識し、
「どこに飾りたい？  どんな雰囲気にしたい？」を
大切にして個人で屏風を制作。

「学習で折りの効果を実感すると、自分でも表現してみたい！ と
思わせることができると感じました」（長尾先生）

こ
の
題
材
に
つ
い
て
�

授
業
に
お
け
る
学
習
の
﹁
核
﹂
と
は
何
か
�

２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
語
�
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�

長尾菊絵先生
東京都 国立市立

国立第二中学校

おなが えきく

岡山県出身。岡山市立中学校教諭、岡山県教育庁指

導課指導主事を経て、文部科学省教科調査官、及び

国立教育政策研究所教育課程調査官に。平成20年

の中学校美術、高等学校芸術（美術・工芸）の学習

指導要領改訂に携わり、2011年より現職。

展  開

広げた状態の『風神雷神図屛風』をまず

は黙って鑑賞し、ワークシートに意見を記入。

考えるスピードは生徒それぞれなので、一

人で考える時間を与えることで自分なりの

意見を持つことができる。

絵を折り、グループで

鑑賞。意見・感想を話

し合う。空間の奥行き

など、「折り」の効果を

実感させて。

1

4 5

2

3
絵を折り、感想を言

う。「奥行き」や「遠

近感」とその効果

などについて学びを

深める。

俵屋宗達、その工房で制作されたとさ

れる『桜下蹴鞠図』、狩野永徳『唐獅子

図屏風』、鈴木基一『夏秋渓流図』など、

教科書にはない他の屏風も鑑賞させ、

折りの効果のバリエーションを見せる。

広げた状態の『燕子花図』

を鑑賞し、感想を言う。反

応が薄いときは、教科書

の左下にある風景写真

を示して比較を。

村上尚徳
かみ ひさむら のり ＩＰＵ・環太平洋大学副学長

次世代教育学部教授

ポ
イ
ン
ト 

①

ポ
イ
ン
ト 
②

屏風以外でも、折って

みると印象が変わる。

どこを折ったら

効果的かな？

折りや余白などの構図の工夫によって
どのような効果があるだろう。

［学びの目標］

かんしょう

おく ゆ
構図，余白，折りによる空間や
奥行きの表現などに着目し，その
効果をとらえる。

屏風の表現のよさや見え方の変化
などに関心を持ち，意欲的に鑑賞
に取り組む。

屏風の表現のよさや美しさ，余白
や折りなどの作者の意図と工夫，
美術文化について考え，鑑賞する。

令和３年度版中学校美術の教科書
、どう使う？

美術1 P.32-37

造形的な見方を豊かにする視点や、技能に関する目標 発想や構想、鑑賞に関する目標

題材ごとに掲載している造形的な視点は、指している図版に対して、全体の感じからの印象や気づいてほしいことを示しています。

主体的に学習に取り組むための目標

国宝　燕子花図屏風　右隻　尾形光琳筆　根津美術館蔵
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第1回

ワークシート、

グループワーク用の図版、

その他屏風の図版など

「日本美術に親しみを持ってもらう！」

※掲載している教科書は令和3年（2021年）度版 中学校美術科教科書です。

※授業の写真は長尾先生が独自に授業教材として作成したものを使用しています。

折りの効果、余白、構図、空間、立体感を意識し、
「どこに飾りたい？  どんな雰囲気にしたい？」を
大切にして個人で屏風を制作。

「学習で折りの効果を実感すると、自分でも表現してみたい！ と
思わせることができると感じました」（長尾先生）
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おなが えきく

岡山県出身。岡山市立中学校教諭、岡山県教育庁指

導課指導主事を経て、文部科学省教科調査官、及び

国立教育政策研究所教育課程調査官に。平成20年

の中学校美術、高等学校芸術（美術・工芸）の学習

指導要領改訂に携わり、2011年より現職。
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広げた状態の『風神雷神図屛風』をまず

は黙って鑑賞し、ワークシートに意見を記入。

考えるスピードは生徒それぞれなので、一

人で考える時間を与えることで自分なりの

意見を持つことができる。

絵を折り、グループで

鑑賞。意見・感想を話

し合う。空間の奥行き

など、「折り」の効果を
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絵を折り、感想を言

う。「奥行き」や「遠

近感」とその効果

などについて学びを

深める。

俵屋宗達、その工房で制作されたとさ

れる『桜下蹴鞠図』、狩野永徳『唐獅子

図屏風』、鈴木基一『夏秋渓流図』など、

教科書にはない他の屏風も鑑賞させ、

折りの効果のバリエーションを見せる。

広げた状態の『燕子花図』

を鑑賞し、感想を言う。反

応が薄いときは、教科書

の左下にある風景写真

を示して比較を。

村上尚徳
かみ ひさむら のり ＩＰＵ・環太平洋大学副学長

次世代教育学部教授
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屏風以外でも、折って

みると印象が変わる。

どこを折ったら

効果的かな？

折りや余白などの構図の工夫によって
どのような効果があるだろう。

［学びの目標］

かんしょう

おく ゆ
構図，余白，折りによる空間や
奥行きの表現などに着目し，その
効果をとらえる。

屏風の表現のよさや見え方の変化
などに関心を持ち，意欲的に鑑賞
に取り組む。

屏風の表現のよさや美しさ，余白
や折りなどの作者の意図と工夫，
美術文化について考え，鑑賞する。

令和３年度版中学校美術の教科書
、どう使う？

美術1 P.32-37

造形的な見方を豊かにする視点や、技能に関する目標 発想や構想、鑑賞に関する目標
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https://www.nichibun-g.co.jp/library/forme/322/pdf/murakami.pdf
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ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
�
や
り
た

い
�こ
う
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ

つ
と
湧
い
て
き
ま
す
�
あ
と
は
理
屈
と
感

覚
で
突
き
詰
め
て
い
く
�
と
て
も
抽
象
的

な
言
い
方
で
す
が
�脳
の
左
側
か
ら
は
理
屈

で
考
え
�右
側
か
ら
は
感
覚
で
考
え
て
い
く

と
�真
ん
中
あ
た
り
で
パ
�
と
合
う
ん
で
す

よ
�﹁
伝
え
た
い
こ
と
﹂﹁
タ
�
ゲ
�
ト
層
﹂

﹁
ス
ペ
�
ク
﹂
な
ど
の
理
屈
と
�﹁
担
当
さ
ん

は
何
が
好
き
か
な
﹂﹁
昔
こ
ん
な
も
の
を
見

て
か
�
こ
い
い
と
思
�
た
な
﹂﹁
あ
の
本
は

面
白
か
�
た
な
﹂
と
い
�
た
曖
昧
な
感
覚

が
�脳
内
の
あ
る
一
点
で
合
致
す
る
�
そ
れ

か
ら
手
を
動
か
す
と
ア
ウ
ト
プ
�
ト
が
早

い
で
す
ね
�一
見
す
る
と
関
係
な
い
よ
う
な

も
の
が
絡
み
合
�
て
�ひ
ら
め
く
ん
で
す
�

－

大
溝
さ
ん
の
作
品
群
を
見
る
と
�
黒
の

使
い
方
が
印
象
的
だ
な
と
感
じ
ま
す
�

　実
は
�そ
こ
を
意
識
し
た
こ
と
は
ま
�
た

く
な
く
て
�ど
ち
ら
か
と
言
う
と
色
を
使
う

の
が
苦
手
な
ん
で
す
�
す
る
と
自
然
に
黒

が
残
る
�
黒
だ
け
だ
と
重
い
な
と
感
じ
る

と
き
に
は
蛍
光
色
な
ど
の
軽
い
色
を
足
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
�基
本
的
に
た
く
さ
ん

の
色
を
使
う
の
が
得
意
で
は
な
い
ん
で
す

よ
�
そ
れ
が
む
し
ろ
自
分
の
味
と
し
て
見

て
も
ら
え
る
の
は
面
白
い
な
と
思
い
ま
す
�

　デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
と
き
�
私
は
よ
く

﹁
風
景
を
イ
メ
�
ジ
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
し
�
う
﹂
と
言
い
ま
す
�風
景
の
中
で
�そ

の
デ
ザ
イ
ン
が
ど
う
見
え

る
の
か
�大
き
な
ポ
ス
タ
�

が
い
い
の
か
小
さ
な
チ
ラ

シ
の
方
が
効
果
的
か
�
本

の
デ
ザ
イ
ン
な
ら
書
店
に

並
ん
で
い
る
と
き
�電
車
の

中
で
小
脇
に
抱
え
て
い
る

と
き
�家
で
読
ん
で
い
る
と

き
�さ
ま
ざ
ま
に
イ
メ
�
ジ

し
て
�最
善
手
を
探
し
て
い

き
ま
す
�

　例
え
ば
二
〇
〇
八
年
の

﹁
巨
匠
ピ
カ
ソ
展
﹂
で
は
�二

つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
イ
メ
�

ジ
を
�青
の
ス
ト
レ
�
ト
ス

ト
ラ
イ
プ
と
赤
の
ウ
�
�

ブ
ス
ト
ラ
イ
プ
で
表
現
し
�

そ
れ
が
風
景
の
中
で
ど
う

見
え
る
の
か
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
�
シ
�
ン
し
ま
し
た
�

　し
か
し
�大
き
な
展
覧
会

な
ど
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
向
が
ま
と
ま

ら
ず
�主
催
の
美
術
館
と
企
画
会
社
と
で
食

い
違
う
こ
と
も
ま
ま
あ
り
ま
す
�ま
た
キ
�

ビ
ジ
�
ア
ル
と
な
る
作
家
の
作
品
を
ど
�

ん
と
出
し
て
お
け
ば
い
い
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
�本
当
に
そ
れ
が
吸
引
力

と
な
る
の
か
�ゼ
ロ
ベ
�
ス
で
考
え
る
こ
と

が
大
事
で
す
ね
�
例
え
ば
商
品
の
広
告
で
�

商
品
の
ビ
ジ
�
ア
ル
だ
け
で
勝
負
し
て
い

る
も
の
は
意
外
と
少
な
い
は
ず
で
す
�

－

大
溝
さ
ん
ご
自
身
の﹁
強
み
﹂
は
ど
こ
に

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　も
の
す
ご
く
斬
新
で
�誰
も
思
い
付
か
な

い
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
る
と
か
�あ
る
い
は
セ

ン
ス
と
か
�時
間
を
か
け
ず
に
洒
落
た
レ
イ

ア
ウ
ト
が
で
き
る
と
か
�そ
う
い
う
才
能
は

自
分
に
は
あ
り
ま
せ
ん
�
私
が
つ
く
る
デ

ザ
イ
ン
は
と
て
も
ク
ラ
シ
カ
ル
で
�
ベ
�

シ
�
ク
な
も
の
で
す
�

　そ
ん
な
私
が
デ
ザ
イ
ナ
�
と
し
て
食
べ

て
い
く
に
は
�
デ
ザ
イ
ン
に
強
度
を
も
た

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
�

で
は
強
度
と
は
何
か
�
そ
れ
は
仕
事
に

ま
�
す
ぐ
向
き
合
う
と
か
�
手
を
抜
か
な

い
と
か
粘
り
強
く
諦
め
な
い
と
か
�
つ
ま

り
﹁
念
﹂
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
�
作
品
に
込

め
た
﹁
念
﹂
は
�
見
た
人
に
伝
わ
る
と
信
じ

て
い
る
ん
で
す
�
結
局
�作
品
�
自
分
な
ん

で
す
よ
�
こ
れ
ま
で
に
自
分
が
吸
収
し
て

き
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
�
作
品
と
い
う

形
に
な
�
て
出
て
く
る
�

　年
相
応
に
引
き
出
し
も
増
え
た
の
か
�

仕
事
は
年
を
重
ね
る
ご
と
に
楽
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
�﹁
代
表
作
は
今
手
が
け
て
い

る
作
品
で
す
﹂
と
言
え
た
ら
か
�
こ
い
い

で
す
ね
�

－

子
ど
も
の
頃
は
美
術
と
は
無
縁
の
サ
�

カ
�
少
年
だ
�
た
そ
う
で
す
ね
�

　少
年
サ
�
カ
�
チ
�
ム
に
入
�
て
い
て
�

将
来
は
ド
イ
ツ
へ
行
�
て
プ
ロ
の
サ
�

カ
�
選
手
に
な
る
ん
だ
と
夢
見
て
い
ま
し

た
�
け
れ
ど
高
校
も
三
年
生
に
な
�
て
�
よ

う
や
く
才
能
の
限
界
に
気
付
き
ま
す
�
サ
�

カ
�
で
食
べ
て
い
く
の
は
難
し
い
�
そ
れ

じ
�
あ
ど
う
し
よ
う
か
と
顧
み
て
�そ
う
言

え
ば
�
昔
は
よ
く
�
サ
�
カ
�
の
ス
パ
イ
ク

や
チ
�
ム
の
ユ
ニ
フ
�
�
ム
�ス
ポ
�
ツ
用

品
メ
�
カ
�
の
ロ
ゴ
な
ど
を
教
科
書
の

隅
�
こ
に
描
い
て
い
た
な
�
と
思
い
出
し

た
ん
で
す
�

　と
言
�
て
も
�す
ぐ
に
美
大
に
受
か
る
ほ

ど
の
力
は
な
か
�
た
の
で
�一
浪
し
て
予
備

校
に
通
い
�京
都
精
華
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
科

へ
と
進
み
ま
し
た
�
大
学
で
は
�
デ
ザ
イ
ン

の
何
た
る
か
も
知
ら
ず
に
�好
き
な
よ
う
に

絵
を
描
い
て
�貪
欲
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

吸
収
し
て
い
ま
し
た
ね
�
八
〇
年
代
�

ニ
�
�
・
ペ
イ
ン
テ
�
ン
グ
や
イ
ラ
ス
ト

レ
�
シ
�
ン
の
ヘ
タ
ウ
マ
が
流
行
�
て
い

た
時
期
で
し
た
�

　デ
ザ
イ
ン
業
界
に
も
疎
い
ま
ま
で
し
た

が
�
田
舎
者
特
有
の
憧
れ
と
言
い
ま
す
か
�

と
に
か
く
東
京
に
出
た
い
一
心
で
上
京
し

て
�何
と
か
ツ
テ
を
頼
�
て
小
さ
な
制
作
会

社
に
入
り
ま
し
た
�

－

美
術
展
な
ど
の
ア
�
ト
デ
�
レ
ク
シ
�

ン
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
大
溝
さ
ん
�

ア
�
ト
関
連
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
よ
う
に

な
�
た
き
�
か
け
は
�

　今
で
は
全
体
の
九
割
程
度
が
ア
�
ト
関

連
の
仕
事
に
な
�
て
い
ま
す
が
�
も
ち
ろ

ん
最
初
か
ら
そ
う
だ
�
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
�

　面
白
い
仕
事
が
し
た
く
て
会
社
を
替
え

る
こ
と
数
度
�
一
般
的
な
広
告
や
雑
誌
な

ど
の
仕
事
を
任
さ
れ
る
中
で
�
た
ま
た
ま

美
術
館
か
ら
の
依
頼
を
担
当
し
た
こ
と
が

あ
�
た
ん
で
す
�
そ
の
と
き
に
運
よ
く
美

術
館
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
�
一

九
九
八
年
に
フ
リ
�
と
し
て
独
立
し
て
か

ら
も
�
美
術
館
か
ら
仕
事
を
い
た
だ
い
た

り
�
そ
れ
を
見
た
他
の
ギ
�
ラ
リ
�
の
方

か
ら
依
頼
を
受
け
た
り
と
�
そ
う
し
た
流

れ
の
中
で
展
覧
会
が
ら
み
の
仕
事
が
増
え

て
い
�
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
�

－

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
際
に
は
ど
こ
か
ら

手
を
着
け
ま
す
か
？

　依
頼
内
容
に
よ
�
て
異
な
り
ま
す
が
�す

べ
て
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
の
は
﹁
話
を

聞
く
﹂
こ
と
で
す
�
ど
ん
な
仕
事
で
も
ま
ず

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

が
�
そ
の
場
で
�
な
ぜ
自
分
に
依
頼
が
来
た

interview

広
告
や
書
籍
�

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
�
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
�

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
大
溝
さ
ん
�

中
で
も
ミ
�
�
ジ
ア
ム
関
連
の

ア
�
ト
デ
�
レ
ク
シ
�
ン
を
数
多
く
手
が
け
�

見
る
も
の
に
強
い
印
象
を
与
え
る

作
品
群
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
�

グラフィックデザイナー

大 溝  裕
ひ ろ しお お み ぞ

interview

▼

大溝さんのインタビュー動画はこちらから。

▼

p20-21では、過去に大溝がデザインした展覧会のタイトルロゴを集め、今号のために大溝自らの手で構成的に配置した。

　 書体や色などの工夫で多様なイメージを豊かに伝えられることが分かる。

「巨匠ピカソ展」ポスター

Profile

1963年奈良県生まれ。

京都精華大学デザイン科専攻。水谷事務所などを経

て1998年にフリーとして独立。2001年に個人事務所

「Glanz」を設立した。「巨匠ピカソ展」「ルーブル美術

館展」など展覧会・美術展のアートディレクションを数

多く手がける。
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の
か
�ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
を
し
�
か
り
感
じ
取
る
�そ
れ
が
で
き

れ
ば
�あ
と
は
ス
ム
�
ズ
に
進
む
こ
と
が
多

い
で
す
ね
�何
度
話
し
て
も
な
か
な
か
そ
れ

を
感
じ
取
れ
な
い
と
き
に
は
苦
労
し
ま
す
�

　そ
こ
を
ク
リ
ア
す
る
と
�頭
に
ぼ
ん
や
り

と
イ
メ
�
ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
�
や
り
た

い
�こ
う
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ

つ
と
湧
い
て
き
ま
す
�
あ
と
は
理
屈
と
感

覚
で
突
き
詰
め
て
い
く
�
と
て
も
抽
象
的

な
言
い
方
で
す
が
�脳
の
左
側
か
ら
は
理
屈

で
考
え
�右
側
か
ら
は
感
覚
で
考
え
て
い
く

と
�真
ん
中
あ
た
り
で
パ
�
と
合
う
ん
で
す

よ
�﹁
伝
え
た
い
こ
と
﹂﹁
タ
�
ゲ
�
ト
層
﹂

﹁
ス
ペ
�
ク
﹂
な
ど
の
理
屈
と
�﹁
担
当
さ
ん

は
何
が
好
き
か
な
﹂﹁
昔
こ
ん
な
も
の
を
見

て
か
�
こ
い
い
と
思
�
た
な
﹂﹁
あ
の
本
は

面
白
か
�
た
な
﹂
と
い
�
た
曖
昧
な
感
覚

が
�脳
内
の
あ
る
一
点
で
合
致
す
る
�
そ
れ

か
ら
手
を
動
か
す
と
ア
ウ
ト
プ
�
ト
が
早

い
で
す
ね
�一
見
す
る
と
関
係
な
い
よ
う
な

も
の
が
絡
み
合
�
て
�ひ
ら
め
く
ん
で
す
�

－

大
溝
さ
ん
の
作
品
群
を
見
る
と
�
黒
の

使
い
方
が
印
象
的
だ
な
と
感
じ
ま
す
�

　実
は
�そ
こ
を
意
識
し
た
こ
と
は
ま
�
た

く
な
く
て
�ど
ち
ら
か
と
言
う
と
色
を
使
う

の
が
苦
手
な
ん
で
す
�
す
る
と
自
然
に
黒

が
残
る
�
黒
だ
け
だ
と
重
い
な
と
感
じ
る

と
き
に
は
蛍
光
色
な
ど
の
軽
い
色
を
足
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
�基
本
的
に
た
く
さ
ん

の
色
を
使
う
の
が
得
意
で
は
な
い
ん
で
す

よ
�
そ
れ
が
む
し
ろ
自
分
の
味
と
し
て
見

て
も
ら
え
る
の
は
面
白
い
な
と
思
い
ま
す
�

　デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
と
き
�
私
は
よ
く

﹁
風
景
を
イ
メ
�
ジ
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
し
�
う
﹂
と
言
い
ま
す
�風
景
の
中
で
�そ

の
デ
ザ
イ
ン
が
ど
う
見
え

る
の
か
�大
き
な
ポ
ス
タ
�

が
い
い
の
か
小
さ
な
チ
ラ

シ
の
方
が
効
果
的
か
�
本

の
デ
ザ
イ
ン
な
ら
書
店
に

並
ん
で
い
る
と
き
�電
車
の

中
で
小
脇
に
抱
え
て
い
る

と
き
�家
で
読
ん
で
い
る
と

き
�さ
ま
ざ
ま
に
イ
メ
�
ジ

し
て
�最
善
手
を
探
し
て
い

き
ま
す
�

　例
え
ば
二
〇
〇
八
年
の

﹁
巨
匠
ピ
カ
ソ
展
﹂
で
は
�二

つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
イ
メ
�

ジ
を
�青
の
ス
ト
レ
�
ト
ス

ト
ラ
イ
プ
と
赤
の
ウ
�
�

ブ
ス
ト
ラ
イ
プ
で
表
現
し
�

そ
れ
が
風
景
の
中
で
ど
う

見
え
る
の
か
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
�
シ
�
ン
し
ま
し
た
�

　し
か
し
�大
き
な
展
覧
会

な
ど
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
向
が
ま
と
ま

ら
ず
�主
催
の
美
術
館
と
企
画
会
社
と
で
食

い
違
う
こ
と
も
ま
ま
あ
り
ま
す
�ま
た
キ
�

ビ
ジ
�
ア
ル
と
な
る
作
家
の
作
品
を
ど
�

ん
と
出
し
て
お
け
ば
い
い
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
�本
当
に
そ
れ
が
吸
引
力

と
な
る
の
か
�ゼ
ロ
ベ
�
ス
で
考
え
る
こ
と

が
大
事
で
す
ね
�
例
え
ば
商
品
の
広
告
で
�

商
品
の
ビ
ジ
�
ア
ル
だ
け
で
勝
負
し
て
い

る
も
の
は
意
外
と
少
な
い
は
ず
で
す
�

－

大
溝
さ
ん
ご
自
身
の﹁
強
み
﹂
は
ど
こ
に

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　も
の
す
ご
く
斬
新
で
�誰
も
思
い
付
か
な

い
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
る
と
か
�あ
る
い
は
セ

ン
ス
と
か
�時
間
を
か
け
ず
に
洒
落
た
レ
イ

ア
ウ
ト
が
で
き
る
と
か
�そ
う
い
う
才
能
は

自
分
に
は
あ
り
ま
せ
ん
�
私
が
つ
く
る
デ

ザ
イ
ン
は
と
て
も
ク
ラ
シ
カ
ル
で
�
ベ
�

シ
�
ク
な
も
の
で
す
�

　そ
ん
な
私
が
デ
ザ
イ
ナ
�
と
し
て
食
べ

て
い
く
に
は
�
デ
ザ
イ
ン
に
強
度
を
も
た

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
�

で
は
強
度
と
は
何
か
�
そ
れ
は
仕
事
に

ま
�
す
ぐ
向
き
合
う
と
か
�
手
を
抜
か
な

い
と
か
粘
り
強
く
諦
め
な
い
と
か
�
つ
ま

り
﹁
念
﹂
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
�
作
品
に
込

め
た
﹁
念
﹂
は
�
見
た
人
に
伝
わ
る
と
信
じ

て
い
る
ん
で
す
�
結
局
�作
品
�
自
分
な
ん

で
す
よ
�
こ
れ
ま
で
に
自
分
が
吸
収
し
て

き
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
�
作
品
と
い
う

形
に
な
�
て
出
て
く
る
�

　年
相
応
に
引
き
出
し
も
増
え
た
の
か
�

仕
事
は
年
を
重
ね
る
ご
と
に
楽
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
�﹁
代
表
作
は
今
手
が
け
て
い

る
作
品
で
す
﹂
と
言
え
た
ら
か
�
こ
い
い

で
す
ね
�

－

子
ど
も
の
頃
は
美
術
と
は
無
縁
の
サ
�

カ
�
少
年
だ
�
た
そ
う
で
す
ね
�

　少
年
サ
�
カ
�
チ
�
ム
に
入
�
て
い
て
�

将
来
は
ド
イ
ツ
へ
行
�
て
プ
ロ
の
サ
�

カ
�
選
手
に
な
る
ん
だ
と
夢
見
て
い
ま
し

た
�
け
れ
ど
高
校
も
三
年
生
に
な
�
て
�
よ

う
や
く
才
能
の
限
界
に
気
付
き
ま
す
�
サ
�

カ
�
で
食
べ
て
い
く
の
は
難
し
い
�
そ
れ

じ
�
あ
ど
う
し
よ
う
か
と
顧
み
て
�そ
う
言

え
ば
�
昔
は
よ
く
�
サ
�
カ
�
の
ス
パ
イ
ク

や
チ
�
ム
の
ユ
ニ
フ
�
�
ム
�ス
ポ
�
ツ
用

品
メ
�
カ
�
の
ロ
ゴ
な
ど
を
教
科
書
の

隅
�
こ
に
描
い
て
い
た
な
�
と
思
い
出
し

た
ん
で
す
�

　と
言
�
て
も
�す
ぐ
に
美
大
に
受
か
る
ほ

ど
の
力
は
な
か
�
た
の
で
�一
浪
し
て
予
備

校
に
通
い
�京
都
精
華
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
科

へ
と
進
み
ま
し
た
�
大
学
で
は
�
デ
ザ
イ
ン

の
何
た
る
か
も
知
ら
ず
に
�好
き
な
よ
う
に

絵
を
描
い
て
�貪
欲
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

吸
収
し
て
い
ま
し
た
ね
�
八
〇
年
代
�

ニ
�
�
・
ペ
イ
ン
テ
�
ン
グ
や
イ
ラ
ス
ト

レ
�
シ
�
ン
の
ヘ
タ
ウ
マ
が
流
行
�
て
い

た
時
期
で
し
た
�

　デ
ザ
イ
ン
業
界
に
も
疎
い
ま
ま
で
し
た

が
�
田
舎
者
特
有
の
憧
れ
と
言
い
ま
す
か
�

と
に
か
く
東
京
に
出
た
い
一
心
で
上
京
し

て
�何
と
か
ツ
テ
を
頼
�
て
小
さ
な
制
作
会

社
に
入
り
ま
し
た
�

－

美
術
展
な
ど
の
ア
�
ト
デ
�
レ
ク
シ
�

ン
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
大
溝
さ
ん
�

ア
�
ト
関
連
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
よ
う
に

な
�
た
き
�
か
け
は
�

　今
で
は
全
体
の
九
割
程
度
が
ア
�
ト
関

連
の
仕
事
に
な
�
て
い
ま
す
が
�
も
ち
ろ

ん
最
初
か
ら
そ
う
だ
�
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
�

　面
白
い
仕
事
が
し
た
く
て
会
社
を
替
え

る
こ
と
数
度
�
一
般
的
な
広
告
や
雑
誌
な

ど
の
仕
事
を
任
さ
れ
る
中
で
�
た
ま
た
ま

美
術
館
か
ら
の
依
頼
を
担
当
し
た
こ
と
が

あ
�
た
ん
で
す
�
そ
の
と
き
に
運
よ
く
美

術
館
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
�
一

九
九
八
年
に
フ
リ
�
と
し
て
独
立
し
て
か

ら
も
�
美
術
館
か
ら
仕
事
を
い
た
だ
い
た

り
�
そ
れ
を
見
た
他
の
ギ
�
ラ
リ
�
の
方

か
ら
依
頼
を
受
け
た
り
と
�
そ
う
し
た
流

れ
の
中
で
展
覧
会
が
ら
み
の
仕
事
が
増
え

て
い
�
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
�

－

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
際
に
は
ど
こ
か
ら

手
を
着
け
ま
す
か
？

　依
頼
内
容
に
よ
�
て
異
な
り
ま
す
が
�す

べ
て
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
の
は
﹁
話
を

聞
く
﹂
こ
と
で
す
�
ど
ん
な
仕
事
で
も
ま
ず

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

が
�
そ
の
場
で
�
な
ぜ
自
分
に
依
頼
が
来
た

interview

広
告
や
書
籍
�

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
�
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
�

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
大
溝
さ
ん
�

中
で
も
ミ
�
�
ジ
ア
ム
関
連
の

ア
�
ト
デ
�
レ
ク
シ
�
ン
を
数
多
く
手
が
け
�

見
る
も
の
に
強
い
印
象
を
与
え
る

作
品
群
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
�

グラフィックデザイナー

大 溝  裕
ひ ろ しお お み ぞ

interview

▼

大溝さんのインタビュー動画はこちらから。

▼

p20-21では、過去に大溝がデザインした展覧会のタイトルロゴを集め、今号のために大溝自らの手で構成的に配置した。

　 書体や色などの工夫で多様なイメージを豊かに伝えられることが分かる。

「巨匠ピカソ展」ポスター

Profile

1963年奈良県生まれ。

京都精華大学デザイン科専攻。水谷事務所などを経

て1998年にフリーとして独立。2001年に個人事務所

「Glanz」を設立した。「巨匠ピカソ展」「ルーブル美術

館展」など展覧会・美術展のアートディレクションを数

多く手がける。
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長方形

https://www.nichibun-g.co.jp/library/forme/322/movie_interview/
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成
相 

肇

　な
り
あ
い
・
は
じ
め

東
京
ス
テ
�
シ
�
ン
ギ
�
ラ
リ
�
学
芸
員
�

一
九
七
九
年
生
ま
れ
�
府
中
市
美
術
館
学
芸
員
を
経
て
�

二
〇
一
二
年
か
ら
現
職
�

主
な
企
画
展
に
﹁
石
子
順
造
的
世
界
﹂�﹁
デ
�
ス
カ

バ
�
�
デ
�
ス
カ
バ
�
・
ジ
�
パ
ン
﹂�﹁
パ
ロ
デ
�
�
二

重
の
声
﹂
な
ど
�

東
京
ス
テ
�
シ
�
ン
ギ
�
ラ
リ
�
展
覧
会
情
報

﹁
河
鍋
暁
斎
の
底
力
﹂

︵
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
八
日

　
　
　〜
二
〇
二
一
年
二
月
七
日
︶※

予
定

家
で
育
て
て
い
た
ナ
ナ
フ
シ
モ
ド
キ
が
無
事
に

数
匹
羽
化
し
�
日
々
眺
め
て
い
る
の
で
す
が
�
一

匹
だ
け
他
と
見
た
目
が
明
ら
か
に
違
う
個
体
が
�

調
べ
て
み
る
と
こ
れ
は
オ
ス
で
︵
ナ
ナ
フ
シ
は
基

本
的
に
メ
ス
の
み
で
単
為
生
殖
す

る
︶�
非
常
に
珍
し
い
と
知
り

ま
し
た
�
と
は
い
え
特
別
扱

い
の
仕
方
も
分
か
ら
ず
�
観

察
を
続
け
て
い
ま
す
�

文

︿
今
号
の
ひ
と
言
﹀

教
科
書
に
載
�
て
い
る
�
あ
の
作
品
�

誰
も
が
知
�
て
い
る
作
品
や
�
初
め
て
出
会
う
作
品
�

い
つ
も
の
見
方
は
い
�
た
ん
忘
れ
て
�
一
緒
に
新
し
い
見
方
を
試
し
て
み
ま
し
�
う
�

そ
れ
ま
で
見
え
な
か
�
た
作
品
の
一
面
が
�
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�

第
二
五
回

罰

［絹本着色／ 154.3×198.8cm］1908

京都国立近代美術館蔵

土田麦僊 ［新潟県・1887〜1936］
つち だ ばく せん

　コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
登
校
を
禁
じ
ら
れ
�
先

生
や
友
だ
ち
に
会
え
な
い
窮
屈
な
日
々
を

強
い
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
�
何
を
考
え

て
い
た
で
し
�
う
�
例
外
的
な
空
白
期
間

が
�
単
な
る
喪
失
で
な
く
奇
貨
と
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
�
こ
の
事
態
に
ち

な
ん
で
�
学
童
を
描
い
た
作
品
を
紹
介
し

ま
す
�

　こ
の
作
品
は
�
作
者
の
土
田
麦
僊
が
弱

冠
二
一
歳
に
し
て
初
出
品
の
文
展
で
三
等

を
受
賞
し
�
一
躍
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
一

点
で
す
�
丸
刈
り
の
男
児
二
人
と
少
し
背

の
高
い
女
児
�
そ
の
三
人
の
目
線
に
合
わ

せ
て
設
定
さ
れ
た
構
図
�
廊
下
に
立
�
て

な
さ
い
�
と
い
う
今
や
死
語
と
な
�
た
叱

責
の
代
わ
り
に
�
左
奥
の
一
段
高
い
場
所

に
見
え
る
教
卓
や
積
ま
れ
た
本
が
示
唆
す

る
教
師
の
影
が―

日
本
を
朱
で
示
し
た

地
球
儀
の
効
果
も
相
ま
�
て―

い
か
に

も
権
威
的
で
す
�
男
児
の
足
元
の
通
学
カ

バ
ン
�
さ
ら
に
女
児
の
そ
ば
に
落
ち
て
い

る
野
菊
か
ら
し
て
�
道
草
で
も
し
て
遅
刻

し
て
し
ま
�
た
の
で
し
�
う
�

　子
ど
も
の
自
然
な
表
情
や
仕
草
に
注
目

し
て
語
ら
れ
が
ち
な
絵
で
す
が
�
果
た
し

て
そ
れ
だ
け
の
作
品
で
し
�
う
か
�
そ
も

そ
も
麦
僊
は
�
き
わ
め
て
巧
み
な
画
面
構

成
で
知
ら
れ
た
画
家
で
し
た
�

　何
し
ろ
風
変
わ
り
な
画
題
で
す
�
罰
�

宗
教
画
な
ら
ま
だ
し
も
�
少
な
く
と
も
近

代
日
本
の
絵
画
で
は
類
例
が
あ
り
ま
せ

ん
�
鑑
賞
者
の
視
線
は
ま
ず
中
央
の
人
物

の
顔
に
引
き
入
れ
ら
れ
�
別
の
二
人
へ
�

そ
し
て
徐
々
に
周
囲
に
配
さ
れ
た
小
道
具

に
気
が
付
い
て
い
き
ま
す
�
そ
う
し
て
�

上
述
し
た
よ
う
に
自
ず
と
タ
イ
ト
ル
が
示

す
文
脈
が
知
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

わ
け
で
す
が
�
甚
だ
奇
妙
な
の
は
�
右
上

の
柱
に
掛
け
ら
れ
た
ボ
�
ド
で
す
�
よ
く

見
る
と
黒
地
に
朱
書
き
の
時
間
割
表
だ
と

分
か
り
ま
す
が
�
他
は
紺
や
薄
墨
を
使
�

て
暗
色
を
慎
重
に
コ
ン
ト
ロ
�
ル
し
て
い

る
の
に
対
し
て
�
こ
こ
だ
け
塗
り
つ
ぶ
し

た
よ
う
に
極
端
な
明
度
に
な
�
て
い
ま

す
�
全
体
の
ト
�
ン
を
無
視
し
た
よ
う
な

黒
は
�
穴
の
よ
う
に
�
あ
る
い
は
こ
ち
ら

に
向
か
�
て
せ
り
出
す
よ
う
に
�
強
く
際

立
�
て
い
ま
す
�
い
�
た
い
こ
れ
は
何
で

し
�
う
�
何
の
た
め
に
麦
僊
は
こ
の
よ
う

な
描
き
方
を
し
た
の
で
し
�
う
�

　試
し
に
こ
の
部
分
だ
け
隠
し
て
み
て
く

だ
さ
い
�
こ
の
黒
い
ボ
�
ド
が
ど
れ
だ
け

作
品
の
印
象
を
決
定
付
け
て
い
る
か
�
よ

く
分
か
る
は
ず
で
す
�
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
め
ば
�
﹁
罰
﹂
と
い
う
苦
み
の
あ
る
画

題
を
視
覚
化
さ
せ
て
い
る
の
は
�
子
ど
も

た
ち
の
仕
草
や
表
情
�
も
し
く
は
足
元
に

ち
り
ば
め
ら
れ
た
小
道
具
よ
り
も
�
頭
上

に
重
々
し
く
の
し
か
か
�
た
時
間
割
表
で

は
な
い
か
�
と
感
得
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
�
う
か
�
こ
の
一
枚
の
板
こ
そ
が
本

作
の
﹁
目
﹂
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
�
う
�

　翻
�
て
現
在
�
街
中
は
ど
こ
も
か
し
こ

も
重
苦
し
い
張
り
紙
だ
ら
け
で
す
�
マ
ス

ク
し
て
�
離
れ
て
�
触
ら
な
い
で
�
と
い
�

た
注
意
や
禁
止
事
項
を
書
き
連
ね
た
文
章

に
は
う
ん
ざ
り
し
ま
す
が
�
あ
れ
ら
は
内

容
以
前
に
�
張
り
出
さ
れ
�
視
線
を
遮
断

し
た
そ
の
時
点
で
す
で
に
�
街
の
風
景
を

重
苦
し
く
し
て
い
る
の
で
す
�
実
際
私
た

ち
は
今
�
罰
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
�

▼

作品解説はこちらから。
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く
し
て
み
る
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・
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め
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京
ス
テ
�
シ
�
ン
ギ
�
ラ
リ
�
学
芸
員
�

一
九
七
九
年
生
ま
れ
�
府
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市
美
術
館
学
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員
を
経
て
�

二
〇
一
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年
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ら
現
職
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に
﹁
石
子
順
造
的
世
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カ

バ
�
�
デ
�
ス
カ
バ
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・
ジ
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ン
﹂�﹁
パ
ロ
デ
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�
二

重
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ど
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京
ス
テ
�
シ
�
ン
ギ
�
ラ
リ
�
展
覧
会
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﹁
河
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暁
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底
力
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︵
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
八
日

　
　
　〜
二
〇
二
一
年
二
月
七
日
︶※

予
定

家
で
育
て
て
い
た
ナ
ナ
フ
シ
モ
ド
キ
が
無
事
に

数
匹
羽
化
し
�
日
々
眺
め
て
い
る
の
で
す
が
�
一

匹
だ
け
他
と
見
た
目
が
明
ら
か
に
違
う
個
体
が
�

調
べ
て
み
る
と
こ
れ
は
オ
ス
で
︵
ナ
ナ
フ
シ
は
基

本
的
に
メ
ス
の
み
で
単
為
生
殖
す

る
︶�
非
常
に
珍
し
い
と
知
り

ま
し
た
�
と
は
い
え
特
別
扱

い
の
仕
方
も
分
か
ら
ず
�
観

察
を
続
け
て
い
ま
す
�

文

︿
今
号
の
ひ
と
言
﹀

教
科
書
に
載
�
て
い
る
�
あ
の
作
品
�

誰
も
が
知
�
て
い
る
作
品
や
�
初
め
て
出
会
う
作
品
�

い
つ
も
の
見
方
は
い
�
た
ん
忘
れ
て
�
一
緒
に
新
し
い
見
方
を
試
し
て
み
ま
し
�
う
�

そ
れ
ま
で
見
え
な
か
�
た
作
品
の
一
面
が
�
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�

第
二
五
回

罰
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　コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
登
校
を
禁
じ
ら
れ
�
先

生
や
友
だ
ち
に
会
え
な
い
窮
屈
な
日
々
を

強
い
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
�
何
を
考
え

て
い
た
で
し
�
う
�
例
外
的
な
空
白
期
間

が
�
単
な
る
喪
失
で
な
く
奇
貨
と
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
�
こ
の
事
態
に
ち

な
ん
で
�
学
童
を
描
い
た
作
品
を
紹
介
し

ま
す
�

　こ
の
作
品
は
�
作
者
の
土
田
麦
僊
が
弱

冠
二
一
歳
に
し
て
初
出
品
の
文
展
で
三
等

を
受
賞
し
�
一
躍
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
一

点
で
す
�
丸
刈
り
の
男
児
二
人
と
少
し
背

の
高
い
女
児
�
そ
の
三
人
の
目
線
に
合
わ

せ
て
設
定
さ
れ
た
構
図
�
廊
下
に
立
�
て

な
さ
い
�
と
い
う
今
や
死
語
と
な
�
た
叱

責
の
代
わ
り
に
�
左
奥
の
一
段
高
い
場
所

に
見
え
る
教
卓
や
積
ま
れ
た
本
が
示
唆
す

る
教
師
の
影
が―

日
本
を
朱
で
示
し
た

地
球
儀
の
効
果
も
相
ま
�
て―

い
か
に

も
権
威
的
で
す
�
男
児
の
足
元
の
通
学
カ

バ
ン
�
さ
ら
に
女
児
の
そ
ば
に
落
ち
て
い

る
野
菊
か
ら
し
て
�
道
草
で
も
し
て
遅
刻

し
て
し
ま
�
た
の
で
し
�
う
�

　子
ど
も
の
自
然
な
表
情
や
仕
草
に
注
目

し
て
語
ら
れ
が
ち
な
絵
で
す
が
�
果
た
し

て
そ
れ
だ
け
の
作
品
で
し
�
う
か
�
そ
も

そ
も
麦
僊
は
�
き
わ
め
て
巧
み
な
画
面
構

成
で
知
ら
れ
た
画
家
で
し
た
�

　何
し
ろ
風
変
わ
り
な
画
題
で
す
�
罰
�

宗
教
画
な
ら
ま
だ
し
も
�
少
な
く
と
も
近

代
日
本
の
絵
画
で
は
類
例
が
あ
り
ま
せ

ん
�
鑑
賞
者
の
視
線
は
ま
ず
中
央
の
人
物

の
顔
に
引
き
入
れ
ら
れ
�
別
の
二
人
へ
�

そ
し
て
徐
々
に
周
囲
に
配
さ
れ
た
小
道
具

に
気
が
付
い
て
い
き
ま
す
�
そ
う
し
て
�

上
述
し
た
よ
う
に
自
ず
と
タ
イ
ト
ル
が
示

す
文
脈
が
知
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

わ
け
で
す
が
�
甚
だ
奇
妙
な
の
は
�
右
上

の
柱
に
掛
け
ら
れ
た
ボ
�
ド
で
す
�
よ
く

見
る
と
黒
地
に
朱
書
き
の
時
間
割
表
だ
と

分
か
り
ま
す
が
�
他
は
紺
や
薄
墨
を
使
�

て
暗
色
を
慎
重
に
コ
ン
ト
ロ
�
ル
し
て
い

る
の
に
対
し
て
�
こ
こ
だ
け
塗
り
つ
ぶ
し

た
よ
う
に
極
端
な
明
度
に
な
�
て
い
ま

す
�
全
体
の
ト
�
ン
を
無
視
し
た
よ
う
な

黒
は
�
穴
の
よ
う
に
�
あ
る
い
は
こ
ち
ら

に
向
か
�
て
せ
り
出
す
よ
う
に
�
強
く
際

立
�
て
い
ま
す
�
い
�
た
い
こ
れ
は
何
で

し
�
う
�
何
の
た
め
に
麦
僊
は
こ
の
よ
う

な
描
き
方
を
し
た
の
で
し
�
う
�

　試
し
に
こ
の
部
分
だ
け
隠
し
て
み
て
く

だ
さ
い
�
こ
の
黒
い
ボ
�
ド
が
ど
れ
だ
け

作
品
の
印
象
を
決
定
付
け
て
い
る
か
�
よ

く
分
か
る
は
ず
で
す
�
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
め
ば
�
﹁
罰
﹂
と
い
う
苦
み
の
あ
る
画

題
を
視
覚
化
さ
せ
て
い
る
の
は
�
子
ど
も

た
ち
の
仕
草
や
表
情
�
も
し
く
は
足
元
に

ち
り
ば
め
ら
れ
た
小
道
具
よ
り
も
�
頭
上

に
重
々
し
く
の
し
か
か
�
た
時
間
割
表
で

は
な
い
か
�
と
感
得
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
�
う
か
�
こ
の
一
枚
の
板
こ
そ
が
本

作
の
﹁
目
﹂
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
�
う
�

　翻
�
て
現
在
�
街
中
は
ど
こ
も
か
し
こ

も
重
苦
し
い
張
り
紙
だ
ら
け
で
す
�
マ
ス

ク
し
て
�
離
れ
て
�
触
ら
な
い
で
�
と
い
�

た
注
意
や
禁
止
事
項
を
書
き
連
ね
た
文
章

に
は
う
ん
ざ
り
し
ま
す
が
�
あ
れ
ら
は
内

容
以
前
に
�
張
り
出
さ
れ
�
視
線
を
遮
断

し
た
そ
の
時
点
で
す
で
に
�
街
の
風
景
を

重
苦
し
く
し
て
い
る
の
で
す
�
実
際
私
た

ち
は
今
�
罰
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
�

▼

作品解説はこちらから。
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